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本学にお いて充充 実実 しし たた 大大 学学 生生 活活 を送 るための 各種情報 は『『 日日 本本 大大 学学 生生 産産 工工 学学 部部

キキ ャャ ンン パパ スス ガガ イイ ドド 』』 に記載 されてい ますので 、まずは 、その目 次を見渡 し、大学

生活の要 点を俯瞰 したうえ で、それ ぞれの具 体的内容 を把握し て下さい 。  

この『『 土土 木木 工工 学学 科科   学学 習習 のの 手手 引引 』』 では 、前述の キャンパ スガイド に記載さ れる内

容のうち 、卒業ま での特に 「学び」 において 重要な目 標、カリ キュラム 、科目履 修

および単 位修得、 さらに進 学や就職 に関して 詳しく説 明してい ます。入 学時には 必

ず本書を 一読して 大学にお ける学び の要点を 認識し、 個々の内 容を十分 に理解す る

とととも に、卒業 まではキ ャンパス ガイドと 合わせて 本書を大 切に保管 し、学期 ・

学年の節 目に確認 するなど して活用 して下さ い。また 、各学年 担任をは じめ、ア ド

バイザー （教員） やサポー ター（上 級生）な どが皆さ ん一人ひ とりの学 びや学生 生

活を具体 的かつ継 続的に支 援します 。本書や キャンパ スガイド の内容に 疑問など が

あれば、 まずは担 任の教員 や教務課 、学生課 、就職指 導課、土 木工学科 事務室等 の

職員に遠 慮なくご 相談下さ い。  

教職員一 同、皆さ んが充実 した大学 生活を過 ごされ、 一人ひと りが生涯 にわたる

仲間たち との絆、 技術者と しての成 長の土台 を築かれ ることを 心から願 い、全力 で

応援しま す。  
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１１  大大学学生生活活ををははじじめめるるににああたたっってて  

１１－－１１  ははじじめめにに  
 現 在 の 世界 は 、 より 堅 固 で確 実 な 社会 的 安 定を 願 っ て、 国 際 情勢 は 大 きな 変 ぼ う

を遂 げ な がら 、 安 定し た 共 栄の 時 代 を築 こ う とし て い ます 。 し かし 、 価 値観 の 多 様

化に よ る 混乱 、 地 球温 暖 化 によ る 異 常気 象 に 伴う 自 然 災害 、 な らび に 自 然環 境 汚 染

や人口・ 食糧問題 など、そ の願いを 妨げよう とする要 因が次々 と出現し ています 。  

 古 来 よ り、 土 木 工学 に は 人々 が 安 全に 豊 か で快 適 な 文化 生 活 を維 持 ・ 向上 さ せ る

よう な 環 境を 創 り 出す 使 命 が課 せ ら れて い ま す。 そ れ が今 日 ほ ど地 球 規 模で 強 く 要

請された 時代は、 かつてな かったと 言っても 過言では ないでし ょう。  

 高 度 情 報化 ・ 高 齢化 社 会 の今 日 に あっ て 、 土木 技 術 者に 求 め られ る 課 題は 単 な る

新し い 技 術の 開 発 にと ど ま らず 、 刻 々と 変 化 する 社 会 的・ 経 済 的要 求 へ の対 応 に グ

ローバル な視点で の意識を 持つこと が求めら れていま す。  

 こ の よ うな 重 大 な社 会 の 変革 期 に 、土 木 技 術者 を 目 指す 皆 さ んに は 市 民か ら 絶 大

なる 期 待 が寄 せ ら れて い ま す。 こ れ から の ４ 年間 、 皆 さん は 社 会人 と し ての 教 養 を

高め る こ とは も ち ろん の こ と、 基 礎 学力 の 向 上を 目 指 すと 同 時 に、 幅 広 い土 木 工 学

の専 門 領 域の 学 修 に意 欲 的 に取 り 組 み、 創 意 と工 夫 を もっ て 積 極的 に 大 学生 活 を 過

ごさなく てはなり ません。  

 大 学 は 皆さ ん 自 らが 自 己 の素 養 を 培い 、 創 造性 豊 か で良 識 の ある 技 術 者に な る こ

とを 強 く 望ん で い ます 。 そ のた め に 必要 な 大 学生 活 を 楽し く 過 ごせ る よ う、 土 木 工

学科 の 教 職員 は も ちろ ん 、 多く の 日 本大 学 卒 業生 と も 連携 し 、 全力 を 挙 げて 皆 さ ん

を支 援 す る体 制 を 整え て い ます 。 皆 さん が 一 刻も 早 く 世に 出 て 、新 し い 世紀 の リ ー

ダー・土 木技術者 として活 躍してく れること を強く切 望してい ます。  

 

１１－－２２  日日本本大大学学ででのの学学びび  

日本大学の教育理念は「自主創造」と定められています。この理念は、「どのよう

な局面でも挑み、乗り越え、あるべき自分を創ろうとする精神や行動」を示していま

す。この自主創造を構成する「3 つの要素、 8 つの能力」ならびに「日本大学が卒業

後にどのように活躍できる人間を育成するのか」という具体的な指標として日本大学

教育憲章が制定されています。これは、皆さんにとっての目標であり、身に付けて欲

しい力でもあります。『自ら学ぶ』、『自ら考える』、『自ら道をひらく』3 つの能

力要素に対する 8 つの包括的能力(コンピテンス)の詳細は、キャンパスガイドやホー

ムページにも記載されています。また、この日本大学教育憲章および生産工学部の教

育目標を基に、生産工学部教育方針 3 つのポリシー(ディプロマ・ポリシー：DP[学位

認定の方針 ]、カリキュラム・ポリシー： CP[教育課程の編成・実施の方針 ]、アドミ

ッション・ポリシー： AP[入学者受入れ方針 ]が策定されています。皆さんの学びは、

カリキュラム・ポリシーに基づく教育課程の中で、ディプロマ・ポリシーに明示され

た能力の修得(達成 )を目指すものであり、皆さんの学修成果の目標となります。  



2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 日 本 大 学 教 育 憲 章 と 土 木 工 学 科 に お け る デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー  

お よ び カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー の 関 係  

構成
要素

能力(日本大学で
身に付ける力)

豊かな知識・教養に
基づく高い倫理観

D
P
1

豊かな教養と自然科学・社会科学に関す
る基礎知識に基づき，土木工学分野に
関わる技術者としての倫理観を高めるこ
とができる。

C
P
1

教養・知識・社会性を培い，土木工学分野に関わる技術者として
倫理的に判断する能力を育成するために，教養基盤科目・生産
工学系科目等を編成する。
上記の能力は，筆記による論述・客観試験，口頭試験，演習，課
題及びレポート等を用いて測定し，各科目の達成目標と成績評価
方法(評価基準)に基づいて到達度を評価する。

世界の現状を理解

し，説明する力

D
P
2

国際的視点から，土木工学の観点に基
づいて必要な情報を収集・分析し，自ら
の考えを説明することができる。

C
P
2

国際的視点から土木工学の観点に基づいて必要な情報を収集・
分析し，自らの考えを効果的に説明する能力を育成するために，
教養基盤科目・生産工学系科目等を編成する。
上記の能力は，筆記による論述・客観試験，口頭試験，演習，課
題及びレポート等を用いて測定し，各科目の達成目標と成績評価
方法(評価基準)に基づいて到達度を評価する。

論理的・批判的思

考力

D
P
3

土木工学を体系的に理解して得られる情
報に基づき，論理的な思考・批判的な思
考をすることができる。

C
P
3

専門知識に基づき，論理的かつ批判的に思考する能力を育成す
るために，土木工学に関する専門教育科目等を体系的に編成す
る。
上記の能力は，筆記による論述・客観試験，口頭試験，演習，課
題及びレポート等を用いて測定し，各科目の達成目標と成績評価
方法(評価基準)に基づいて到達度を評価する。

問題発見・
解決力

D
P
4

生産工学及び土木工学に関する視点か
ら，新たな問題を発見し，解決策をデザ
インすることができる。

C
P
4

新たな問題を発見し，解決策をデザインする能力を育成するため
に，全学共通教育科目・教養基盤科目・生産工学系科目・土木
工学に関する実技科目等を編成する。
上記の能力は，筆記による論述・客観試験，口頭試験，演習，課
題及びレポート等を用いて測定し，各科目の達成目標と成績評価
方法(評価基準)に基づいて到達度を評価する。

挑戦力

D
P
5

生産工学の視点から，適切な目標と手段
を見定め，新たなことにも挑戦し，やり抜
くことができる。

C
P
5

生産工学の基礎知識と経営管理を含む管理能力に基づき，新し
いことに果敢に挑戦する力を育成するために，生産実習を中核に
据えた生産工学系科目等を編成する。
上記の能力は，筆記による論述・客観試験，口頭試験，演習，課
題及びレポート等を用いて測定し，各科目の達成目標と成績評価
方法(評価基準)に基づいて到達度を評価する。

コミュニケーショ

ン力

D
P
6

多様な考えを受入れ，適切な手段で自ら
の考えを伝えて相互に理解することがで
きる。

C
P
6

多様な考えを受入れ，違いを明確にしたうえで議論し，自らの考え
を伝える能力を育成するために，コミュニケーション能力を裏付け
る全学共通教育科目・教養基盤科目・実技科目等を編成する。
上記の能力は，筆記による論述・客観試験，口頭試験，演習，課
題及びレポート等を用いて測定し，各科目の達成目標と成績評価
方法(評価基準)に基づいて到達度を評価する。

リーダーシップ・

協働力

D
P
7

チームの一員として目的・目標を他者と
共有し，達成に向けて働きかけながら，
協働することができる。

C
P
7

新たな課題を解決するために自ら学び，自らの意思と役割を持っ
て他者と協働する能力を育成するために，全学共通教育科目・実
技科目等を編成する。
上記の能力は，筆記による論述・客観試験，口頭試験，演習，課
題，レポート及び貢献度評価等を用いて測定し，各科目の達成目
標と成績評価方法(評価基準)に基づいて到達度を評価する。

省察力

D
P
8

経験を主観的・客観的に振り返り，気付
きを学びに変えて継続的に自己を高める
ことができる。

C
P
8

自己を知り，振り返ることで継続的に自己を高める力を育成するた
めに，全学共通教育科目及び生産工学系科目のキャリア教育に
関連する科目等を編成する。
上記の能力は，筆記による論述・客観試験，口頭試験，演習，課
題及びレポート等を用いて測定し，各科目の達成目標と成績評価
方法(評価基準)に基づいて到達度を評価する。

日本大学教育憲章

土木工学科における卒業の認定に関する
方針(ディプロマ・ポリシー：DP)

土木工学科における教育課程の編成及び実施に関する方針
(カリキュラム・ポリシー：CP)

自
主
創
造

自
ら
学
ぶ

自
ら
考
え
る

自
ら
道
を
ひ
ら
く
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１１－－３３  カカリリキキュュララムムににつついいてて  

(1)授業科目について 

 本学部の授業科目は、教養科目や基盤科目を基本とする教養基盤科目、生産工学系科

目や全学共通科目、そして専門教育科目に分類されています。 

○教養基盤科目 

大学においては、専門教育科目のみならず、教養科目を広く学びます。学年を追うご

とに専門教育科目が増えていきますが、その時に社会のしくみや国際情勢など、より多

くの知識や視点を得るための教養が必要となります。関心のあることを深く学ぶために

も社会で豊かに生きていくためにも、教養を身に付けることは重要です。 

○生産工学系科目 

生産工学部では、理論と実践の融合を基本理念としたキャリアデザイン教育とエンジ

ニアリングデザイン教育を 2 本の柱とした生産工学系科目群を構築しています。学生が

自ら考え、多面的視点から各専門分野の社会的役割を認識すること、技術者としての将

来像を主体的かつ具体的に描くことに重点を置いています。 

キャリアデザイン教育として、1～2 年次の「キャリアデザイン」や「キャリアデザイ

ン演習」において、将来と向き合い、自己分析や業界研究、キャリア開発を重ねて将来

像を描きます。さらに、3 年次には「生産実習」におけるインターンシップを通じて、

基礎理論と実践技術を関連付けながら技術者の実務を経験し、将来像を具現化するため

のキャリアを自らデザインします。なお、生産実習については、本書“４ 『生産実習』

の履修について(P.24)”に記載がありますので確認してください。 

エンジニアリングデザイン教育は、皆さんが多様なメンバーとの協働を通じて、コミ

ュニケーション力、チームワーク力、課題設定力および創造力等からなるエンジニアリ

ングデザイン能力を本学が独自に開発し、体系的に配置された PBL(Project-Based-Lea

rning)科目により獲得しています。これに該当する「自主創造の基礎」、「生産工学の

基礎」については、本書“３『自主創造の基礎』、『生産工学の基礎』、『ゼミナール』

の履修について(P.22)”に記載がありますので確認してください。 

○専門科目 

土木工学は、人々が安全かつ快適に自然環境と調和し、豊かな生活を送るために不可

欠な社会基盤施設を計画、設計、施工、維持管理するための学問です。その学問体系は

土木の主要な力学系科目である「構造工学」「水工学」「地盤工学」などの分野で構成

されています。それらを基礎として応用科目および生産工学系群の充実を図っています。

科目の詳細は、キャンパスガイド「授業科目表」または本書“各科目と学習・教育到達

目標との対応(P.5)”に記載がありますので確認してください。 

 

(2)日本技術者教育認定機構の認定と履修モデル  

 令和 4 年度からは、土木工学科に入学した全ての学生を対象とする日本技術者教育認

定機構(JABEE)に認定された新たなプログラムを整備しました。このプログラムは、従

来の JABEE 認定コースであったマネジメントコースおよび環境・都市コースの特色を融

合させたものであり、これまでの土木工学科の教育的な伝統を重視しながらも、それぞ

れのコースで獲得する全ての知識と能力要素を維持した学習・教育到達目標を設定して
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います。更に、土木工学は幅広い知識と多様な能力の修得を必要とする総合的な学問で

あるために「履修モデル」を構築しています。履修モデルは、学生自身が将来目指す技

術者像を設定するための科目履修についての“しるべ”を示すことで、土木技術者の役

割、キャリアパスとの関連を考慮した科目選択を可能としています。この４つの履修モ

デルは「都市・地域デザイン」、「環境・景観デザイン」、「自然災害マネジメント」、

「社会基盤マネジメント」であり、3 年次の専門応用科目に設定されています。（この

履修モデルは、就職進路の決定、卒業研究室配属の決定には影響しません。） 

 

１１－－４４  学学習習・・教教育育到到達達目目標標  

 土木工学科の教育目標は、以下に示す学習・教育到達目標前文に基づく、カリキュラ

ムの科目群に対応した A～F の 6 つから構成されています。これにより、各授業科目が

どの学習・教育到達目標の達成に寄与するかが明確になると同時に、科目群によるカリ

キュラムの体系化が可能となります。これらの目標を達成するために、各科目が設置し

てあることで、皆さんは自分の目標を明確に理解することができ、各科目のシラバスで

目標達成のための科目履修が容易になります。 

 

○学習・教育到達目標 A～F 

  

    

１．学習・教育到達目標の前文 

施設・構造物の計画・設計・施工・維持管理までの土木技術の基礎を修得し，自然災害を軽減した安全な社会基盤の創出，自然環

境と調和した持続可能な社会基盤の創出，社会基盤の建設にともなう計画から維持管理，さらには事業経営など，総合的にマネジ

メントができる技術者を育成する。 
２．学習・教育到達目標 

A 全学共通科目： 

分野を横断した学習・教育を通して，自ら考えて他者との協働に関する知識を修得し，自身の行動を判断し他者へ働きかける能力，課題解決力を

育成する。 
B 教養基盤科目： 

生産工学に関わる基礎的な知識と幅広い

教養に関わる知識を修得し，自ら考えて

社会において活躍するための工学全般に

共通な幅広い基礎能力を育成する。 

B-1 教養科目： 

文化と社会，ならびに自然に関する知識を修得し，健全なる心身を持つ技術者を育成。 
B-2 国際コミュニケーション科目： 

専門知識を獲得する際の基礎知識を修得し，国際的に社会で活躍できる基礎能力を育成。 

B-3 基盤科目・横断科目： 

専門知識を獲得する際の基礎知識と実技，ならびにものづくりに関わる知識を修得し，高度な専門分野

に適応するための基礎能力を育成。 
C 専門工学科目： 

土木分野に関する専門知識と技能を修得

し，それらを応用したマネジメント能力

を育成する。 

C-1 専門基礎科目： 

土木工学の基礎知識を修得し，演習を通じてそれを活用できる能力を育成。 
C-2 応用専門科目： 

土木工学の基本知識を修得し，国内外で活躍できる建設プロジェクトマネージャーのための能力と社会

基盤の整備に対応するための能力を育成。 
D 実技科目： 

土木分野に関する理論・現象を実験・実習・設計を通して修得し，工学的にそれらを説明できる技術者を育成する。 

E 生産工学系科目： 

実社会における生産実習で立場の異なる人との協働を経験するとともに経営的視点を養うための基礎を修得し，専門職の実務に対応できる基本能

力を備えた技術者を育成する。 

F 卒業研究： 

修得した知識・能力の集大成として，土木分野の課題を探求・創造・解決するプロセスを修得し，自然環境との調和を図ることができ，利便性の高

い都市空間を想像できるマネジメント技術者としての総合能力を育成する。 
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（令和 7 年 3 月時点） 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

〇各科目 と学習・ 教育到達 目標との 対応  

DDPP11 DDPP22 DDPP33 DDPP44 DDPP55 DDPP66 DDPP77 DDPP88

DDPP11 DDPP22 DDPP33 DDPP44 DDPP55 DDPP66 DDPP77 DDPP88

Ｂ Ｂ－1： 必修 科学基礎論 2 2 (2) ◎ ◎

教養基盤科目： 教養科目 選択条件 芸術と文学 1 2 (2) ○ ◎

選択条件 歴史学 1 2 (2) ○ ◎

選択条件 心理学 2 2 (2) ○ ◎

選択条件 比較文化論 3 2 (2) ○ ◎ ◎

選択条件 社会学 1 2 (2) ○ ◎ ◎

選択条件 政治経済論 1 2 (2) ○ ◎ ◎

選択条件 法学 2 2 (2) ○ ◎ ◎

選択条件 国際関係論 3 2 (2) ○ ◎ ◎

必修 体育 1 1 (1) ○ ◎

選択条件 総合科目 2 2 (2) ○ ◎ ◎

Ｂ－２： 必修 英語Ⅰ 1 1 ◎ ◎

国際コミュニケーション科目 必修 英語Ⅱ 1 1 ◎ ◎

必修 イングリッシュスキルＡ 2 1 ◎ ◎

必修 イングリッシュスキルＢ 2 1 ◎ ◎

必修 イングリッシュスキルＣ 2 1 ◎ ◎

必修 イングリッシュスキルＤ 2 1 ◎ ◎

選択条件 初習外国語 1 1 (1) ○ ◎

選択条件 日本語表現法 1 1 (1) ○ ◎

選択条件 日本の言葉（留学生のみ） 1 1 (1) ○ ◎

必修 微分積分学Ⅰ 1 2 ◎ ◎

必修 微分積分学Ⅱ 1 2 ◎ ◎

必修 線形代数学 1 2 ◎ ◎

選択条件 確率統計 2 2 (2) ○ ◎

選択条件 微分方程式 2 2 (2) ○ ◎

必修 物理学Ⅰ 1 2 ◎ ◎

必修 物理学Ⅱ 1 2 ◎ ◎

選択条件 物理科学概論 2 2 (2) ○ ◎

選択条件 化学 1 2 ○ ◎

選択条件 応用化学 1 2 ○ ◎

選択条件 生物環境科学 2 2 (2) ○ ◎

必修 科学基礎実験Ａ 1 1 (1) ◎ ○ ◎ ◎

必修 科学基礎実験Ｂ 1 1 (1) ◎ ○ ◎ ◎

必修 工学基盤実験Ａ 1 1 (1) ○ ◎ ◎ ◎ ◎

必修 工学基盤実験Ｂ 1 1 (1) ○ ◎ ◎ ◎ ◎

科学系 選択条件 物理数学演習 1 1 ○ ◎

情報系 必修 情報リテラシー 1 2 ◎ ◎

選択条件 生産工学とSDGs 1 2 (2) ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

選択条件 エンジニアリングスキル 1 2 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

選択条件 工学基盤演習 1 1 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

Ｃ Ｃ－1： 必修 土木工学基礎及び演習Ⅰ 1 3 ○ ◎ ○ ◎

専門工学科目： 専門基礎科目 必修 土木工学基礎及び演習Ⅱ 1 3 ○ ◎ ○ ◎

必修 構造力学及び演習Ⅰ 2 3 ○ ◎ ○ ◎

必修 構造力学及び演習Ⅱ 2 3 ○ ◎ ○ ◎

必修 土質力学及び演習Ⅰ 2 3 ○ ◎ ○ ◎

必修 土質力学及び演習Ⅱ 2 3 ○ ◎ ○ ◎

必修 水理学及び演習Ⅰ 2 3 ○ ◎ ○ ◎

必修 水理学及び演習Ⅱ 2 3 ○ ◎ ○ ◎

必修 コンクリート工学 2 2 ◎ ◎

必修 測量学 2 2 ○ ◎ ◎

Ｃ－２： 選択条件 土木材料学 1 2 ◎ ◎

応用専門科目 選択条件 橋梁工学 3 2 ○ ◎

選択条件 河川工学 3 2 ◎ ◎

選択条件 道路工学 3 2 ○ ◎

選択条件 水環境浄化システム 3 2 ○ ◎

選択条件 施工技術 3 2 ○ ◎

選択条件 応用測量学 3 2 ◎ ◎

選択条件 鉄筋コンクリート工学 3 2 ○ ◎

選択条件 構造工学 3 2 ◎ ◎

選択条件 地盤工学 3 2 ◎ ◎

選択条件 海岸港湾工学 3 2 ◎ ◎

選択条件 環境工学 3 2 ○ ◎

選択条件 都市システム工学 3 2 ◎ ◎

選択条件 土木計測及び解析法 3 2 ○ ◎ ◎

選択条件 地震・防災工学 3 2 ○ ◎

選択条件 テクニカルイングリッシュⅠ 3 2 ◎ ◎

選択条件 テクニカルイングリッシュⅡ 3 2 ◎ ◎

選択条件 メンテナンス工学 4 2 ○ ◎

選択条件 国際建設情報 4 2 ◎ ○ ◎

選択条件 資源再生工学 4 2 ○ ◎

選択条件 火薬学 4 2 ○ ◎

必修 土木生産製図 1 2 ◎ ○ ◎

実技科目： 必修 土木設計製図Ⅰ 2 2 ◎ ○ ◎

必修 測量実習 2 2 ◎ ○ ○ ◎ ◎

必修 土木CAD演習 3 1 ◎ ○ ◎

必修 土木設計製図Ⅱ 3 2 ◎ ○ ◎

必修 土木工学演習 3 1 ○ ○ ○ ○ ◎

必修 ゼミナール 3 1 ○ ◎ ◎

選択条件 構造・コンクリート実験 3 2 (2) ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎

選択条件 土質・道路実験 3 2 (2) ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎

選択条件 水工・衛生実験 3 2 (2) ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎

選択条件 応用測量実習 3 2 ◎ ○ ○ ◎ ◎

選択条件 土木技術演習 3 1 ○ ◎

選択条件 ジオインフォマティクス 4 1 ○ ◎

必修 生産工学の基礎 1 2 ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

生産工学系科目： 必修 キャリアデザイン 1 2 ○ ○ ○ ◎

必修 データサイエンス 2 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

必修 キャリアデザイン演習 2 1 ○ ○ ○ ◎

必修 生産実習 3 4 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

必修 技術者倫理 2 2 ◎ ◎ ◎ ◎

必修 経営管理 3 2 ○ ◎ ◎ ◎ ◎

必修 プロジェクト演習 3 1 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

選択条件 生産工学特別講義 3 2 ○ ◎ ◎

選択条件 SDコミュニケーション 3 2 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

選択条件 安全工学 4 2 ○ ○ ◎ ◎

必修 産業関連法規 4 2 ◎ ◎ ◎ ◎

選択条件 生産管理 4 2 ◎ ◎ ◎

Ｆ

卒業研究：

専門知識を獲得する際の基
礎知識を修得し、国際的に
社会で活躍できる基礎能力
を育成。

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎◎ ◎ ◎ ◎ ◎◎

卒業研究

必修 卒業研究１

◎

Ｅ 生産工学系科目

専門基礎
科目群

土木工学の基礎知識を修得
し、演習を通してそれを活用
できる能力を育成。

応用専門
科目群

土木工学の基本知識を修得
し、国内外で活躍できる建設
プロジェクトマネージャーの
ための能力と社会基盤の整
備に対応するための能力を
育成。

実社会における生産実習で立場の異なる人との
協働を経験するとともに経営的視点を養うための
基礎を修得し、専門職の実務に対応できる基本能
力を備えた技術者を育成する。

3

修得した知識・能力の集大成として、土木分野の
課題を探求・創造・解決するプロセスを修得し、自
然環境との調和を図ることができ、利便性の高い
都市空間を想像できるマネジメント技術者としての
総合能力を育成する。

4

必修 卒業研究２ 4 3

実技系

生産工学に関わる
基礎的な知識と幅広
い教養に関わる知
識を修得し、自ら考
えて社会において活
躍するための工学
全般に共通な幅広
い基礎能力を育成
する。

文化と社会、ならびに自然に
関する知識を修得し、健全な
る心身を持つ技術者を育
成。

Ｂ－３：
基盤科目･横断科目
専門知識を獲得する際の基
礎知識と実技、ならびにもの
づくりに関わる知識を修得
し、高度な専門分野に適応
するための基礎能力を育
成。

Ｄ 実技科目

土木分野に関する理論・現象を実験・実習・設計を
通して修得し、工学的にそれらを説明できる技術
者を育成する。

土木分野に関する
専門知識と技術を修
得し、それらを応用
したマネジメント能
力を育成する。

◎

全学共通科目：

分野を横断した学習・教育を通して、自ら考えて他
者との協働に関する知識を修得し、自身の行動を
判断し他者へ働きかける能力、課題解決力を育成
する。

◎ ◎ ◎ ◎◎ ○ ○

Ａ 

必修

学習・教育到達目標
授業科目

各対象の評価方法
および評価基準

知識・能力(a)～(i)対応度
生産工学部ディプロマポリシー

必修･選択 対　応　科　目 学年 前期 (h) (i)
土木工学科ディプロマポリシー

後期 通年 （ａ） （ｂ） （ｃ） （ｄ）

○

化学・生物系

自主創造の基礎 1 2

(e) (f) (g)

数学系

物理系

◎ ◎◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
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１１－－５５  授授業業科科目目のの流流れれににつついいてて  

〇ディプ ロマ・ポ リシーに 対する到 達レベル (ルーブリ ック ) 

ディプロ マ・ポリ シーとし て示され た 8 つの 能力を到 達目標と 考え、各 到達目標 に

対する到 達レベル を表で示 したもの です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．知識レベル ２．理解レベル ３．適用レベル ４．分析レベル ５．評価レベル

DP1

人文・社会・自然科学的な
視点から人間・文化，社
会，自然について理解す
ることの必要性と，工学技
術者としての役割を認識
できる．

人文・社会・自然科学的な
視点から人間・文化，社
会，自然を多面的に理解
することの必要性と，工学
技術者としての立場を説
明できる．

人文・社会・自然科学的な
視点から多様な社会で主
体的に生きる姿勢と素養
を培い，技術が社会や自
然に及ぼす影響・効果や
工学技術者の責任を意識
して行動できる．

DP2

人文・社会科学的視点か
ら世界における歴史や政
治，経済，文化，価値観，
信条などの多様性につい
て認識できる．

人文・社会科学的視点か
ら世界における歴史や政
治，経済，文化，価値観，
信条などの現状を説明で
きる．

国際的視点から現状を理
解した上で，必要な情報
を収集・整理できる．

国際的視点に基づいて収
集・整理した情報を分析し
て，課題解決に活用でき
る．

DP3

ある課題や情報に自らの
専門分野の知識が関係し
ていること，その際に物事
の原因や過程を論理的・
批判的に思考することの
重要性について認識でき
る．

自らの専門分野の知識に
よる課題解決プロセスや
重要な概念について，論
理的・批判的に説明でき
る．

自らの専門分野の課題を
解決するために，専門分
野の原則を理解し，論理
的・批判的に解決策を提
案できる．

複合的な課題の中で，課
題解決に関連する自らの
専門分野の知識を適用
し，具体的な実効策を論
理的・批判的に選定でき
る．

DP4

解決すべき問題から課題
を見出し，解決策の創出
のために必要な断片的な
情報の収集･整理が現状
の分析に重要であることを
認識できる．

課題の解決に向けて原因
を分析するための情報の
収集・分析・整理について
の基本的な方法を説明で
きる．

課題解決のために収集し
た情報から見出した原因
に基づいて解決案を提案
できる．

解決すべき問題から課題
を見出し，課題解決のた
めに技術などの応用を含
む方法の適切な選定を行
い，論理的解決策を提示
できる．

DP5
新しいことに挑戦するため
に目標を設定することの重
要性を認識ができる．

新しいことに挑戦するため
の目標・計画を立てる方法
や手順を説明できる．

新たなことに挑戦するため
に設定した目標や計画に
従って行動できる．

新しいことに挑戦する際
に，自らの明確な役割とそ
の責任を認識し，目標達
成に向けて継続的に行動
できる．

DP6
他者とコミュニケーションを
とるための手段をリスト化
できる．

他者とコミュニケーションを
とるための適切な手段を
説明できる．

他者とのコミュニケーション
において，適切な方法を
使用できる．

プロジェクトの実行に関す
る他者とのコミュニケーショ
ンにおいて，相互に理解
するための方法を選択し，
組み立てた説明により良
好な関係を構築できる．

DP7
効果的に機能するチーム
の特徴をリスト化できる．

チームが効果的に機能す
るための要因を説明でき
る．

チームの一員として効果
的に機能できる．

メンバーの特徴を把握し，
効果的に機能するチーム
を組織できる．

DP8
経験を振り返り，気付きを
学びに変える重要性を認
識できる．

経験の振り返りに基づく気
付きを学びに変えるための
方法や手順を説明できる．

主観的･客観的に経験を
振り返り，気付きを学びに
変えることができる．

主観的･客観的に経験を
振り返り気付きを学びに自
己を高めるために行動で
きる．

主観的･客観的に経験を
振り返り，気付きを学びに
変えて継続的に自己を高
めることができる．

DP
DPに対する到達レベル

各 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー に 対 す る 到 達 レ ベ ル  
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（
令

和
7

年
3

月
時

点
） 

〇カリキ ュラムツ リー  

カリキュ ラムツリ ーは、デ ィプロマ・ポリシーとして 示された 8 つの能 力 (P.2)を 養

成す る た めに 、 授 業科 目 を 能力 に 当 ては め て カリ キ ュ ラム を 体 系化 し 、 どの よ う に

授 業科 目 を 連携 し て 年次 配 当 され て い るか を 示 した も の です 。 ま た、 8 つ の能 力 を

到達 目 標 と考 え 、 その 目 標 に対 し て 授業 科 目 がど の 程 度の 到 達 度な の か につ い て も

この ツ リ ーに は 記 され て い ます 。 履 修登 録 に あた っ て は、 卒 業 研究 着 手 条件 や 卒 業

要件 を し っか り と 確認 す る とと も に 、授 業 科 目が ど の よう な 能 力の 修 得 に結 び つ い

ているの かも意識 して行っ て下さい 。  

〇〇学学習習・・教教育育到到達達目目標標をを達達成成すするるたためめにに必必要要なな授授業業科科目目のの流流れれ   

（（ １１ ）） AA 、、 BB [[ BB -- 11 // BB -- 22 // BB -- 33 ]]   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自
主
創
造
の
基
礎

(◎
)

体
育

科
学
基
礎
論

(○
)

(◎
)

総
合
科
目

(○
)

芸
術
と
文
学

歴
史
学

心
理
学

(○
)

(○
)

(○
)

政
治
経
済
論

社
会
学

法
学

(○
)

(○
)

(○
)

比
較
文
化
論

(○
)

国
際
関
係
論

(○
)

土
木
工
学
演
習

(○
)

初
習
外
国
語

(○
)

日
本
語
表
現
法

(○
)

日
本
の
言

葉
（
留

学
生
の

み
）

(○
)

英
語
Ⅰ

英
語
Ⅱ

（
◎
）

（
◎
）

イ
ン

グ
リ
ッ

シ
ュ
ス

キ
ル
Ａ

イ
ン

グ
リ

ッ
シ
ュ

ス
キ
ル

Ｂ

（
◎
）

（
◎
）

イ
ン

グ
リ
ッ

シ
ュ
ス

キ
ル
Ｃ

イ
ン

グ
リ

ッ
シ
ュ

ス
キ
ル

Ｄ

（
◎
）

（
◎
）

土
木
工
学
演
習

(○
)

生
産
工
学
と
SD
Gs

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ
ン

グ
ス
キ

ル

（
○
）

（
○
）

工
学
基
盤
演
習

（
○
）

微
分
積
分
学
Ⅰ

微
分
積
分
学
Ⅱ

微
分
方
程
式

（
◎
）

（
◎
）

（
○
）

線
形
代
数
学

確
率
統
計

（
◎
）

（
○
）

物
理
学
Ⅰ

物
理
学
Ⅱ

物
理
科
学
概
論

（
◎
）

（
◎
）

（
○
）

化
学

応
用
化
学

生
物
環
境
科
学

（
○
）

（
○
）

（
○
）

物
理
数
学
演
習

（
○
）

科
学
基
礎
実
験
Ａ

科
学
基
礎
実
験
Ｂ

（
◎
）

（
◎
）

工
学
基
礎
実
験
Ａ

工
学
基
礎
実
験
Ｂ

（
◎
）

（
◎
）

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

（
◎
）

土
木
工
学
演
習

(○
)

適 適 用用

ＢＢ
--
33

初初
年年

領領
域域

11

知知 識識

初初
年年

領領
域域

22

中中
上上

級級
領領

域域
33

理理 解解

中中
上上

級級
領領

域域
44

適適 用用

ＢＢ

ＢＢ
--
11

初初
年年

領領
域域

11

知知 識識

初初
年年

領領
域域

22

中中
上上

級級
領領

域域
33

理理 解解

中中
上上

級級
領領

域域
44

適適 用用

ＢＢ
--
22

初初
年年

領領
域域

11

知知 識識

初初
年年

領領
域域

22

中中
上上

級級
領領

域域
33

理理 解解

中中
上上

級級
領領

域域
44

33QQ
・・

44QQ

ＡＡ

初初
年年

領領
域域

11
知知 識識

初初
年年

領領
域域

22

中中
上上

級級
領領

域域
33

理理 解解

中中
上上

級級
領領

域域
44

適適 用用

33QQ
・・

44QQ

教教
育育

憲憲
章章

学学
習習

・・
教教

育育
到到

達達
目目

標標

到到
達達

レレ
ベベ ルル

授授
　　

　　
業業

　　
　　

科科
　　

　　
目目

　　
　　

名名

１１
　　

年年
２２

　　
年年

３３
　　

年年
４４

　　
年年

11QQ
・・

22QQ
11QQ

・・
22QQ

33QQ
・・

44QQ
11QQ

・・
22QQ

33QQ
・・

44QQ
11QQ

・・
22QQ

シ
ラ
バ
ス
を
確
認

シ
ラ
バ
ス
を
確
認
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（
令

和
7

年
3

月
時

点
） 

（（ ２２ ）） CC [[ CC -- 11 // CC -- 22 ]]   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

土
木
工
学
基
礎
及
び
演
習
Ⅰ

（
◎

）

土
木
工
学
基
礎
及
び
演
習
Ⅱ

構
造

力
学

及
び

演
習

Ⅰ
構

造
力
学

及
び

演
習

Ⅱ

（
◎

）
(◎

)
(◎

)

土
質

力
学

及
び

演
習

Ⅰ
土
質

力
学

及
び

演
習

Ⅱ

(◎
)

(◎
)

水
理

学
及

び
演

習
Ⅰ

水
理

学
及

び
演

習
Ⅱ

(◎
)

(◎
)

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
学

(◎
)

測
量

学
応

用
測
量

学

(◎
)

(○
)

土
木

工
学

演
習

(○
)

土
木

材
料

学

(◎
)

テ
ク
ニ

カ
ル
イ
ン

グ
リ
ッ
シ

ュ
Ⅰ

(◎
)

テ
ク
ニ
カ
ル
イ

ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
Ⅱ

(◎
)

鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学

構
造

工
学

(○
)

(◎
)

施
工

技
術

火
薬
学

(○
)

(○
)

応
用

測
量

学
土

木
計
測

及
び

解
析

法

(○
)

(○
)

海
岸

港
湾

工
学

河
川

工
学

地
震

・
防
災

工
学

(◎
)

(◎
)

(○
)

地
盤

工
学

(◎
)

環
境

工
学

(○
)

水
環

境
浄

化
シ

ス
テ

ム
資

源
再

生
工
学

(○
)

(○
)

都
市

シ
ス

テ
ム

工
学

メ
ン

テ
ナ

ン
ス
工

学

(○
)

(○
)

道
路

工
学

橋
梁

工
学

国
際

建
設

情
報

(○
)

(○
)

(◎
)

土
木

工
学

演
習

(○
)

ＣＣ

ＣＣ
--11

初初
年年

領領
域域

11
知知 識識

初初
年年

領領
域域

22
理理 解解

中中
上上

級級
領領

域域
33

理理 解解

中中
上上

級級
領領

域域
44

適適 用用

ＣＣ
--22

初初
年年

領領
域域

11
知知 識識

初初
年年

領領
域域

22
理理 解解

中中
上上

級級
領領

域域
33

適適 用用

中中
上上

級級
領領

域域
44

分分 析析

11QQ
・・

22QQ

学学
習習

・・
教教

育育
到到

達達
目目

標標

教教
育育

憲憲
章章

到到
達達

レレ
ベベ ルル

授授
　　

　　
業業

　　
　　

科科
　　

　　
目目

　　
　　

名名

１１
　　

年年
２２

　　
年年

３３
　　

年年
４４

　　
年年

11QQ
・・

22QQ
33QQ

・・
44QQ

33QQ
・・

44QQ
11QQ

・・
22QQ

33QQ
・・

44QQ
11QQ

・・
22QQ

33QQ
・・

44QQ
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（
令

和
7

年
3

月
時

点
） 

（（ ３３ ）） DD 、、 EE 、、 FF   

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

土
木

生
産

製
図

土
木
設

計
製
図

Ⅰ
土
木

Ｃ
Ａ
Ｄ

演
習

(◎
)

(◎
)

(◎
)

測
量

実
習

(◎
)

土
木
設

計
製

図
Ⅱ

土
木
工
学

演
習

(◎
)

(○
)

土
木
技
術

演
習

(◎
)

応
用
測

量
実
習

ジ
オ

イ
ン
フ

ォ
マ
ス
テ

ィ
ク
ス

(◎
)

(◎
)

構
造

・
コ

ン
ク
リ

ー
ト

実
験

水
工

・
衛
生

実
験

土
質
・

道
路

実
験

ゼ
ミ

ナ
ー
ル

(◎
)

(◎
)

(◎
)

(○
)

生
産

工
学

の
基

礎

(◎
)

キ
ャ
リ
ア

デ
ザ

イ
ン

技
術

者
倫
理

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

(○
)

(◎
)

(◎
)

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

演
習

(○
)

経
営

管
理

生
産

工
学
特

別
講

義
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
演

習
産

業
関

連
法

規
安
全

工
学

(◎
)

(○
)

(◎
)

(◎
)

(○
)

生
産

管
理

(◎
)

SD
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

(◎
)

卒
業

研
究
１

卒
業
研

究
２

(◎
)

(◎
)

生
産

実
習

(◎
)

ＦＦ

初初
年年

領領
域域

11

知知 識識 理理 解解

初初
年年

領領
域域

22
適適 用用

中中
上上

級級
領領

域域
33

分分 析析

中中
上上

級級
領領

域域
44

評評 価価

ＥＥ

初初
年年

領領
域域

11

知知 識識 理理 解解

初初
年年

領領
域域

22
適適 用用

中中
上上

級級
領領

域域
33

分分 析析

中中
上上

級級
領領

域域
44

評評 価価

11QQ
・・

22QQ

ＤＤ

初初
年年

領領
域域

11
知知 識識

初初
年年

領領
域域

22
理理 解解

中中
上上

級級
領領

域域
33

適適 用用

中中
上上

級級
領領

域域
44

分分 析析

学学
習習

・・
教教

育育
到到

達達
目目

標標

教教
育育

憲憲
章章

到到
達達

レレ
ベベ ルル

授授
　　

　　
業業

　　
　　

科科
　　

　　
目目

　　
　　

名名

１１
　　

年年
２２

　　
年年

３３
　　

年年
４４

　　
年年

11QQ
・・

22QQ
33QQ

・・
44QQ

33QQ
・・

44QQ
11QQ

・・
22QQ

33QQ
・・

44QQ
11QQ

・・
22QQ

33QQ
・・

44QQ
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（令和 7 年 3 月時点） 

〇〇デディィププロロママ・・ポポリリシシーーをを達達成成すするるたためめにに必必要要なな授授業業科科目目のの流流れれ   

 (１ )全学共通、教養基盤科目 [DP1～ DP3] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［［全全学学共共通通教教育育科科目目］］

［［教教養養基基盤盤科科目目］］

体育

芸術と文学 歴史学 心理学 科学基礎論

社会学 政治経済論 法学 総合科目

DP2 DP2 DP2 DP2

教養探求

DP2,DP4

国際関係論 比較文化論

DP2 DP2

基礎科学演習

指定者のみ

微微分分積積分分学学ⅠⅠ 微分積分学Ⅱ 確率統計

線線形形代代数数学学 微分方程式

物理数学演習

物物理理学学ⅠⅠ 物理学Ⅱ 物理科学概論

化化学学 応用化学

生物環境科学

情情報報リリテテララシシーー 計算科学基礎

教職課程
物理学実験(コン

ピュータ活用を含む)
地学実験(コンピュー

タ活用を含む)
化学実験(コンピュー

タ活用を含む)
生物学実験(コン

ピュータ活用を含む) 情報と職業

社会学 政治経済論 法学 総合科目

DP1 DP1 DP1 DP1

生産工学とSDGs 教養探求

DP4,DP7 DP1, DP4

国際関係論 比較文化論

DP1 DP1

工学基盤演習 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｽｷﾙ

DP4,DP7 DP4,DP7

生産工学系科目（ＤＰ１）

生産工学系科目（ＤＰ１）

11QQ・・22QQ 33QQ・・44QQ 11QQ・・22QQ 33QQ・・44QQ

自主創造の基礎

DP1,DP3,DP4,DP5,DP6,DP7,DP8

DDPP
到到達達
レレベベ
ルル

授授　　　　業業　　　　科科　　　　目目　　　　名名

ＤＤ
ＰＰ
１１
・・
３３
～～

８８

知知
識識

理理
解解

適適
用用

分分
析析

１１　　年年 ２２　　年年 ３３　　年年 ４４　　年年

11QQ・・22QQ 33QQ・・44QQ

理理
解解

適適
用用

理理
解解

知知
識識

DDPP
到到達達
レレベベ
ルル

授授　　　　業業　　　　科科　　　　目目　　　　名名

１１　　年年 ２２　　年年 ３３　　年年 ４４　　年年

11QQ・・22QQ 33QQ・・44QQ 11QQ・・22QQ 33QQ・・44QQ 11QQ・・22QQ 33QQ・・44QQ

ＤＤ
ＰＰ
１１
（（

教教
養養
科科
目目
））

ＤＤ
ＰＰ
１１
（（

基基
盤盤
科科
目目
））

生産工学系科目･専門教育科目（ＤＰ２）

ＤＤ
ＰＰ
３３

専門教育科目（ＤＰ３）

ＤＤ
ＰＰ
２２

分分
析析

理理
解解

適適
用用

知知
識識

知知
識識

理理
解解
適適
用用
分分
析析

適適
用用

知知
識識
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（令和 7 年 3 月時点） 

[ D P 4 ～ D P 8 ]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

科学基礎実験Ａ 工学基盤実験Ａ 教養探求

DP7 DP7 DP1, DP2

科学基礎実験Ｂ 工学基盤実験Ｂ

DP7 DP7

生産工学とSDGs

DP2,DP7

工学基盤演習 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｽｷﾙ

DP3,DP7 DP3,DP7

英語Ⅰ 英語Ⅱ

初習外国語 日本語表現法 日本の言葉

（留学生のみ）

ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭｽｷﾙA ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭｽｷﾙC ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭｽｷﾙB ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭｽｷﾙD

科学基礎実験Ａ 工学基盤実験Ａ

DP4 DP4

科学基礎実験Ｂ 工学基盤実験Ｂ

DP4 DP4

生産工学とSDGs

DP2,DP4

工学基盤演習 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｽｷﾙ

DP3, DP4 DP3, DP4

11QQ・・22QQ・・33QQ・・44QQ33QQ・・44QQ

到到
達達
レレ
ベベ
ルル

授授　　　　業業　　　　科科　　　　目目　　　　名名

１１　　年年 ２２　　年年

11QQ・・22QQ 33QQ・・44QQ 11QQ・・22QQ

４４　　年年３３　　年年

11QQ・・22QQ・・33QQ・・44QQ

DDPP

理理
解解

適適
用用

分分
析析

分分
析析

ＤＤ
ＰＰ
５５

知知
識識

理理
解解

適適
用用

知知
識識

理理
解解

適適
用用

ＤＤ
ＰＰ
６６

分分
析析

ＤＤ
ＰＰ
４４

ＤＤ
ＰＰ
７７

知知
識識

理理
解解

適適
用用

生産工学系科目（ＤＰ８）

ＤＤ
ＰＰ
８８

知知
識識

理理
解解

適適
用用

分分
析析

評評
価価

専門教育科目（ＤＰ７）

生産工学系科目・専門教育科目（ＤＰ４）

知知
識識

専門教育科目（ＤＰ６）

分分
析析

生産工学系科目・専門教育科目（ＤＰ５）
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（
令

和
7

年
3

月
時

点
） 

( ２ ) 専 門 科 目  

[ D P 1 ～ D P 3 ]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   技技
術術

者者
倫倫

理理
デデ

ーー
タタ

ササ
イイ

エエ
ンン

スス

DD
PP
88

DD
PP
22
,,
DD
PP
44

経経
営営

管管
理理

産
業
関

連
法

規
安

全
工

学

D D
PP
22
,,
DD
PP
55

DP
4

DP
4

生
産

管
理

DP
4

生生
産産

工工
学学

のの
基基

礎礎

DD
PP
44
,,
DD
PP
55
,,
DD
PP
66
,,
DD
PP
77
,,
DD
PP
88

デデ
ーー

タタ
ササ

イイ
エエ

ンン
スス

DD
PP
11
,,
DD
PP
44

土
木
計

測
及

び
解

析
法

DP
3

経経
営営

管管
理理

ププ
ロロ

ジジ
ェェ

クク
トト

演演
習習

DD
PP
11
,,
DD
PP
55

DD
PP
44
,,
DD
PP
55
,,
DD
PP
77

土土
木木

工工
学学

基基
礎礎

及及
びび

演演
習習

ⅠⅠ
土

木
材

料
学

土土
木木

工工
学学

基基
礎礎

及及
びび

演演
習習

ⅡⅡ
構構

造造
力力

学学
及及

びび
演演

習習
ⅠⅠ

構構
造造

力力
学学

及及
びび

演演
習習

ⅡⅡ

水水
理理

学学
及及

びび
演演

習習
ⅠⅠ

水水
理理

学学
及及

びび
演演

習習
ⅡⅡ

土土
質質

力力
学学

及及
びび

演演
習習

ⅠⅠ
土土

質質
力力

学学
及及

びび
演演

習習
ⅡⅡ

ココ
ンン

クク
リリ

ーー
トト

工工
学学

測測
量量

学学

鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
学

構
造
工

学

施
工
技

術
土

木
技

術
演

習
火

薬
学

応
用

測
量

学
土

木
計

測
及

び
解

析
法

DP
2

海
岸
港

湾
工

学
河

川
工

学

地
盤
工

学
地

震
・

防
災

工
学

環
境
工

学

水
環
境
浄

化
シ

ス
テ

ム
資
源

再
生

工
学

都
市

シ
ス

テ
ム

工
学

メ
ン
テ

ナ
ン

ス
工

学

道
路

工
学

橋
梁

工
学

国
際

建
設

情
報

DD
PP

教教
育育

憲憲
章章

ＤＤ ＰＰ ３３

到到
達達

レレ
ベベ ルル 33 適適 用用

ＤＤ ＰＰ １１ ＤＤ ＰＰ ２２

44 分分 析析

初初
年年

領領
域域

11

初初
年年

領領
域域

22

中中
上上

級級
領領

域域
33

中中
上上

級級
領領

域域
44

初初
年年

領領
域域

11

初初
年年

領領
域域

22

中中
上上

級級
領領

域域
33

11QQ
・・

22QQ

22 理理 解解

DD
PP
33
,,
DD
PP
55
,,
DD
PP
88

11QQ
・・

22QQ
33QQ

・・
44QQ

11QQ
・・

22QQ

11 知知 識識11 知知 識識 22 理理 解解 33 適適 用用

卒卒
業業

研研
究究

２２

DD
PP
22
,,
DD
PP
44
,,
DD
PP
55
,,
DD
PP
66
,,
DD
PP
77

中中
上上

級級
領領

域域
44

生生
産産

実実
習習

33QQ
・・

44QQ

DD
PP
33
,,
DD
PP
44
,,
DD
PP
55
,,
DD
PP
66
,,
DD
PP
77

卒卒
業業

研研
究究

２２

授授
　　

　　
業業

　　
　　

科科
　　

　　
目目

　　
　　

名名

１１
　　

年年
２２

　　
年年

３３
　　

年年
４４

　　
年年

33QQ
・・

44QQ
11QQ

・・
22QQ

33QQ
・・

44QQ

33 適適 用用

初初
年年

領領
域域

22

中中
上上

級級
領領

域域
33

中中
上上

級級
領領

域域
44

卒卒
業業

研研
究究

１１

DD
PP
33
,,
DD
PP
44
,,
DD
PP
55
,,
DD
PP
66
,,
DD
PP
77

卒卒
業業

研研
究究

１１

DD
PP
22
,,
DD
PP
44
,,
DD
PP
55
,,
DD
PP
66
,,
DD
PP
77

生生
産産

実実
習習

DD
PP
11
,,
DD
PP
55
,,
DD
PP
88

11 知知 識識 22 理理 解解 44 分分 析析

初初
年年

領領
域域

11
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（
令

和
7

年
3

月
時

点
） 

[ D P 4 ～ D P 8 ]  

 

 

 

 

 

   

生生
産産

工工
学学

のの
基基

礎礎

DD
PP
22
,,
DD
PP
55
,,
DD
PP
66
,,
DD
PP
77
,,
DD
PP
88

土土
木木

生生
産産

製製
図図

土土
木木

設設
計計

製製
図図

ⅠⅠ
デデ

ーー
タタ

ササ
イイ

エエ
ンン

スス
土土

木木
CC
AA
DD
演演

習習

DD
PP
11
,,
DD
PP
22

測測
量量

実実
習習

DD
PP
77

土土
木木

設設
計計

製製
図図

ⅡⅡ
土土

木木
工工

学学
演演

習習

DD
PP
77

応
用

測
量
実
習

ジ
オ
イ

ン
フ
ォ
マ
ス
テ
ィ
ク
ス

DP
7

生
産
工

学
特
別
講
義

ププ
ロロ

ジジ
ェェ

クク
トト

演演
習習

産
業

関
連
法
規

安
全
工
学

DP
5

DD
PP
22
,,
DD
PP
55
,,
DD
PP
77

DP
1

DP
1

構
造

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
実
験

水
工
・
衛
生
実
験

土
質
・
道
路
実
験

ゼゼ
ミミ

ナナ
ーー

ルル
生

産
管
理

DP
7

DP
7

DP
7

DD
PP
77

DP
1

SD
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

DP
5,

DP
7

生生
産産

工工
学学

のの
基基

礎礎

DD
PP
22
,,
DD
PP
44
,,
DD
PP
66
,,
DD
PP
77
,,
DD
PP
88

経経
営営

管管
理理

生
産
工

学
特
別
講
義

ププ
ロロ

ジジ
ェェ

クク
トト

演演
習習

DD
PP
11
,,
DD
PP
22

DP
4

DD
PP
22
,,
DD
PP
44
,,
DD
PP
77

SD
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

DP
4,

DP
7

生生
産産

工工
学学

のの
基基

礎礎

DD
PP
22
,,
DD
PP
44
,,
DD
PP
55
,,
DD
PP
77
,,
DD
PP
88

テ
ク
ニ
カ
ル
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
Ⅰ

テ
ク
ニ
カ

ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
Ⅱ

生生
産産

工工
学学

のの
基基

礎礎

DD
PP
22
,,
DD
PP
44
,,
DD
PP
55
,,
DD
PP
66
,,
DD
PP
88

測測
量量

実実
習習

DD
PP
44

応
用

測
量
実
習

DP
4

SD
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

DP
4,

DP
5

構
造

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
実
験

水
工
・
衛
生
実
験

土
質
・
道
路
実
験

ゼゼ
ミミ

ナナ
ーー

ルル

DP
4

DP
4

DP
4

DD
PP
44

ププ
ロロ

ジジ
ェェ

クク
トト

演演
習習

DD
PP
22
,,
DD
PP
44
,,
DD
PP
55

生生
産産

工工
学学

のの
基基

礎礎
キキ

ャャ
リリ

アア
デデ

ザザ
イイ

ンン
技技

術術
者者

倫倫
理理

DD
PP
22
,,
DD
PP
44
,,
DD
PP
55
,,
DD
PP
66
,,
DD
PP
77

DD
PP
88

キキ
ャャ

リリ
アア

デデ
ザザ

イイ
ンン

演演
習習

33 適適 用用

中中
上上

級級
領領

域域
33

中中
上上

級級
領領

域域
44

初初
年年

領領
域域

11

初初
年年

領領
域域

11

初初
年年

領領
域域

22

中中
上上

級級
領領

域域
33

中中
上上

級級
領領

域域
44

初初
年年

領領
域域

11

卒卒
業業

研研
究究

２２

DD
PP
22
,,
DD
PP
33
,,
DD
PP
55
,,
DD
PP
66
,,
DD
PP
77

33
QQ
・・

44
QQ

11
QQ
・・

22
QQ

33
QQ
・・

44
QQ

卒卒
業業

研研
究究

１１

DD
PP
22
,,
DD
PP
33
,,
DD
PP
55
,,
DD
PP
66
,,
DD
PP
77

DD
PP

到到 達達 レレ ベベ ルル

授授
　　

　　
業業

　　
　　

科科
　　

　　
目目

　　
　　

名名

１１
　　

年年
２２

　　
年年

３３
　　

年年
４４

　　
年年

11
QQ
・・

22
QQ

33
QQ
・・

44
QQ

教教
育育

憲憲
章章

11
QQ
・・

22
QQ

33
QQ
・・

44
QQ

11
QQ
・・

22
QQ

ＤＤ ＰＰ ５５

11 知知 識識 22 理理 解解 33 適適 用用 44 分分 析析

初初
年年

領領
域域

11

初初
年年

領領
域域

22

中中
上上

級級
領領

域域
33

中中
上上

級級
領領

域域
44

ＤＤ ＰＰ ４４

11 知知 識識 22 理理 解解 33 適適 用用 44 分分 析析

初初
年年

領領
域域

11

初初
年年

領領
域域

22

中中
上上

級級
領領

域域
33

中中
上上

級級
領領

域域
44

生生
産産

実実
習習

卒卒
業業

研研
究究

１１
卒卒

業業
研研

究究
２２

DD
PP
11
,,
DD
PP
33
,,
DD
PP
88

DD
PP
22
,,
DD
PP
33
,,
DD
PP
44
,,
DD
PP
66
,,
DD
PP
77

DD
PP
22
,,
DD
PP
33
,,
DD
PP
44
,,
DD
PP
66
,,
DD
PP
77

卒卒
業業

研研
究究

１１
卒卒

業業
研研

究究
２２

DD
PP
22
,,
DD
PP
33
,,
DD
PP
44
,,
DD
PP
66
,,
DD
PP
77

DD
PP
22
,,
DD
PP
33
,,
DD
PP
44
,,
DD
PP
66
,,
DD
PP
77

ＤＤ ＰＰ ７７

11 知知 識識 22 理理 解解 44 分分 析析

ＤＤ ＰＰ ６６

11 知知 識識 22 理理 解解 33 適適 用用 44 分分 析析

卒卒
業業

研研
究究

２２

DD
PP
22
,,
DD
PP
33
,,
DD
PP
44
,,
DD
PP
66
,,
DD
PP
77

初初
年年

領領
域域

22

卒卒
業業

研研
究究

１１

DD
PP
22
,,
DD
PP
33
,,
DD
PP
44
,,
DD
PP
66
,,
DD
PP
77

ＤＤ ＰＰ ８８

11 知知 識識 22 理理 解解 33 適適 用用 44 分分 析析 55 評評 価価

初初
年年

領領
域域

22

中中
上上

級級
領領

域域
33

中中
上上

級級
領領

域域
44

生生
産産

実実
習習

DD
PP
11
,,
DD
PP
33
,,
DD
PP
55
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１１－－６６  ククララスス編編成成ととククララスス担担任任  

 学 生 指 導の 立 場 から 全 学 年を 通 し て、 担 任 を配 置 し てい ま す 。担 任 は 学習 上 の 問

題や 各 種 手続 事 項 に関 す る 連絡 の ほ か、 ア ド バイ ザ ー とし て 各 種相 談 に 応じ ま す 。

担任 は 大 学の 窓 口 とも 言 え ます 。 皆 さん が 大 学へ 提 出 する 書 類 には 担 任 の承 諾 が 必

要なもの も多数あ りますの で、何事 も事前に 担任へ相 談し対処 して下さ い。  

 

１１－－７７  連連絡絡伝伝達達事事項項ににつついいてて  

 皆さんへの連絡事項は、①ポータルシステム、②土木工学科電子掲示板、③NU-mail、

④土木工 学科掲示 板 (14 号館１階 )により行わ れます。１年生へ の連絡事 項は⑤実 籾

校舎 掲 示 板 (実 籾校 舎の 正 門 付近 [屋外 ])や 内容 によ っ て は講 堂 等 にも 掲 示 され るま

す。 これ ら各 種掲 示方 法に よる 連絡 伝達 事項 につ いて は、全全 てて 目目 をを 通通 すす よよ うう 心心 がが けけ

てて 下下 ささ いい 。。情報の ”見落とし ”は学生生 活に重大 な支障を 来す場合 がありま すので、

各種掲示 は日常的 に必ず確 認して下 さい。  

 

〇ポータ ルシステ ム、土木 工学科電 子掲示板 について  

  ・ PC 版の QR コードです 。自分の ID、 Pass をメモし ておきま しょう。  

・ ID とパ スワード は１年生 前期ガイ ダンス時 に配布さ れます。  

 ※ポー タルシス テムと土 木工学科 電子掲示 板で ID と Pass は異なりま す。  

※スマー トフォン 版は PC 版からアク セスする ことがで きます。  

 

 

  

 

 

 

 

  

ht tps : / /por ta l . c i t .n ihon-u .ac . jp /Campusweb/ top .do  
  

  

  

  

  

  

  

  

ht tps : / / in te rnsh ip .c i t .n ihon-u .ac . jp /c i v i l /bbs / l og in .php  

  

  

土木工学 科在学生 用掲示板  

ポータル システム  

ユーザID

パスワード

ユーザID

パスワード
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１１－－８８  土土木木工工学学科科のの事事務務室室ににつついいてて  

  学 部 共 通 の 業 務 を 行 う 事 務 課 (教 務 課 、 学 生 課 等 )の 他 に 、 各 学 科 に も 事 務 室 が あ

り 、 そ の 科 の 取 り ま と め 的 業 務 の ほ か に 所 属 学 科 の 学 生 を 対 象 と し た 窓 口 業 務 も 行

っていま す。土木工 学科の事 務室 (土木事務室 )は津津 田田 沼沼 校校 舎舎 1144 号号 館館 １１ 階階 にあ ります 。 

 

１１－－９９  津津田田沼沼校校舎舎パパソソココンン演演習習室室((情情報報処処理理演演習習室室))のの利利用用ににつついいてて  

 24 号館 ３・４階 の情報処 理演習室 は授業で 使用して いる時間 以外、学 生に開 放 し

ています 。レポー ト、課題 の作成、インター ネットに よる就職 情報収集 など、大 いに

利用して 下さい。詳細は、キャンパ スガイド に記載の『情報シ ステム』、『コン ピュ

ーター・ ネットワ ーク』お よび『教 育情報関 係施設』 を確認し て下さい 。  

 

１１－－１１００  授授業業のの欠欠席席ににつついいてて  

  大 学 で の 授 業 は 原 則 全 授 業 回 出 席 す る こ と で 単 位 修 得 が 可 能 と な っ て い ま す 。 大

学で認め ている  

 ・学校 保健安全 法に定め られた感 染症等に より出校 停止とな った場合  

 ・冠婚 葬祭・教 育実習・ 介護等体 験にて欠 席する場 合  

以外の欠 席につい ての配慮 は原則あ りません 。  

 「学校 保健安全 法に定め られた感 染症等に より出校 停止とな った場合 」・「冠 婚 葬

祭・教育 実習・介 護等体験 にて欠席 する場合 」は以下 の方法に て、手続 きを行っ てく

ださい。  

 以 下 に 記 載 の 様 式 は 、 生 産 工 学 部 ポ ー タ ル シ ス テ ム の ｢学 生 向 け 資 料 掲 載 サ イ ト ｣

に掲載さ れている ため確認 し、ダウ ンロード して使用 して下さ い。  

 

  ①学 校保健安 全法に定 められた 感染症等 により出 校停止と なった場 合（様式 １ ） 

(1)学部指定の感染 症の届出 （様式１ ）に必要 事項を記 入してく ださい。  

(2)感染症の届出及 び証明す る資料（ 領収証及 び処方箋 等）を持 参の上、保 健

室にて、 感染症の 届出に受 付印をも らってく ださい。  

(3)感 染 症 の 届 出 及 び 証 明 す る 資 料 を 授 業 科 目 担 当 教 員 へ 直 接 提 出 し て く だ

さい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

②冠婚葬 祭（３親 等以内） の場合  

(1)学部指定の欠席 届（様式 ２）に必 要事項を 記入して ください 。  

(2)学部指定の欠席 届及び証 明する資 料（会葬 礼状や招 待状）の コピーを 日 本
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大学生産 工学部欠 席届提出 フォーム へ提出し てくださ い。  

(3)教務課にて、受 領後、受 領印押印 した欠席 届をメー ルにて 、返却いた しま

す。  

(4)欠席届及び証明 する資料 を授業科 目担当教 員へ直接 提出して ください 。  

 

③教育実 習・介護 等体験（ 教職課程 受講者） の場合  

(1)学部指定の欠席 届（様式 ２）に必 要事項を 記入して ください 。  

(2)学 部 指 定 の 欠 席 届 を 日 本 大 学 生 産 工 学 部 欠 席 届 提 出 フ ォ ー ム へ 提 出 し て

ください 。  

(3)教務課にて、受 領後、受 領印押印 した欠席 届をメー ルにて 、返却いた しま

す。  

(4)欠席届及び証明 する資料 を授業科 目担当教 員へ直接 提出して ください 。  

 

④競技ス ポーツ部 の大会等 による場 合  

(1)大学指定の授業 欠席理由 書に必要 事項を記 入してく ださい。  

(2)大学指定の授業 欠席理由 書を実籾 校舎事務 課へ提出 してくだ さい。  

(3)実籾校舎事務課 にて、受 領後、受 領印押印 した授業 欠席理由 書を返却 い

たします 。  

(4)授業欠席理由書 及び証明 する資料 を授業科 目担当教 員へ直接 提出して く

ださい。  

 

○ 欠 席 届 手 続 き フ ロ ー  
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○ 欠 席 届  

 （ 様 式 １ ）  
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 （様式 ２）  
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２２  単単位位のの修修得得ににつついいてて  
２２－－１１  単単   位位   

 すべて の科目に 一定の単 位が定め られてお り、これ らの科目 を履修し て試験な ど

に合格す れば単位 が修得で きます。 このこと を単位制 といいま す。修得 した単位 数

が卒業要 件の授業 科目区分 ごとの最 低必要単 位数を満 足し、そ の合計が 128 単位 以

上になれ ば卒業資 格が得ら れます。 (詳細は「 キャンパ スガイド 」を見て 下さい。 ) 

 なお、 単位数の 計算方法 は科目の 種類によ って次の ように異 なります 。  

 

①講義お よび演習  

 15 時間 から 30 時間までの 範囲で本 学部が定 める時間 の授業を もって１ 単位と

なります 。  

 

②実験・ 実習・製 図および スポーツ (実技 ) 

 30 時間 から 45 時間までの 範囲で本 学部が定 める時間 の授業を もって１ 単位と

なります 。  

 

③講義・ 演習・実 験・実習 または実 技のうち 二つ以上 の方法の 併用  

 その組 み合わせ に応じ、 前述の基 準を考慮 して本学 部が定め る時間の 授業をも

って１単 位となり ます。  

 

 大学設 置基準お よび学則 32 条にお いて『 1 単位の授 業科目を 45 時間の 学修を必

要とする 内容をも って構成 すること を標準と し・・・ 』と定め てありま す。よっ

て、単位 を修得す るために は授授 業業 時時 間間 以以 外外 にに もも 学学 修修 のの たた めめ のの 時時 間間 がが 要要 求求 ささ れれ まま すす 。。  

 

 このよ うなカリ キュラム の流れの 中で各学 年におい て履修の 目標を定 め、 4 年 間

で卒業す るために 必要な単 位数を満 足するこ とは当然 のことで すが、特 に専門分 野

では各種 の応用分 野に関す る科目が 設置され ているの で、幅広 い知識の 吸収をは か

り、視野 を広げる ために多 くの科目 を履修す ることが 大切です 。  

 

２２－－２２  生生産産実実習習履履修修、、卒卒業業研研究究着着手手おおよよびび卒卒業業にに必必要要なな単単位位数数  

 生産実 習履修、 卒業研究 着手およ び卒業に 必要な単 位数を下 表にまと めました の

で、履修 登録をす るときは 細心の注 意を払い 、くれぐ れも取り こぼしの 無いよう に

して下さ い。  
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項目  修得条件  必要単位 数  

生産実習  

履修条件  

卒卒 業業 要要 件件 科科 目目 にに かか かか わわ るる 単単 位位 かか らら   

のの 総総 修修 得得 単単 位位 数数  
６６ ００ 単単 位位 以以 上上  

卒業研究  

着手条件  

卒卒 業業 要要 件件 科科 目目 にに かか かか わわ るる 単単 位位 かか らら   

のの 総総 修修 得得 単単 位位 数数  
１１ ００ ４４ 単単 位位 以以 上上  

条 件 の 内 訳 詳 細 は 「 キ ャ ン パ ス ガ イ ド 」 参 照  

卒業要件  

総総 修修 得得 単単 位位 数数  １１ ２２ ８８ 単単 位位 以以 上上  

条 件 の 内 訳 詳 細 は 「 キ ャ ン パ ス ガ イ ド 」 参 照  

 

２２－－３３  各各学学年年ででのの目目標標ととすするる総総修修得得単単位位数数  

★１１ 年年 生生 のの 履履 修修 目目 標標 ：目標 総修得単 位 4400 単単 位位  

  受受 講講 登登 録録 につ いては、『 キャンパ スガイド 』に書い てあると おりです 。すなわ

ち 2200 単単 位位 ／／ 半半 期期 ですが、受講 した科目 は全て単 位修得す ることを 目標にし て 下

さい。な お、平 成 29 年度よ りクォー ター制度 が導入さ れ、前期 (第１、第 ２ク

ォーター )、後期 (第 ３、第 ４ クォータ ー )に半期 をさらに 分割して 講義が行 われ

ています 。受講登 録等の詳 細は、キ ャンパス ガイドで 必ず確認 して下さ い。  

 

  １ 年 次 の 科 目 の ほ と ん ど が 教 養 科 目 ・ 基 盤 科 目 で す 。 こ れ ら の 科 目 は 多 く 設

置 さ れ て い ま す が 、 キ ャ ン パ ス ガ イ ド で 履 修 条 件 を よ く 理 解 し 、 履 修 目 標 を定

め て 下 さ い 。 ま た 月 曜 日 と 木 曜 日 は 専 門 日 に 当 て ら れ て お り 、 津 田 沼 校 舎 にて

講 義 を 受 け る こ と と な っ て い ま す が 、 こ こ で は 土 木 の 専 門 科 目 が 行 わ れ ま す。

な お、 教教 養養 科科 目目 ・・ 基基 盤盤 科科 目目 のの うう ちち 実実 籾籾 校校 舎舎 にに しし かか 開開 講講 ささ れれ てて いい なな いい 科科 目目 がが ああ りり

まま すす のの でで 、、 優優 先先 的的 にに 受受 講講 しし てて 下下 ささ いい 。。   

 

★２２ 年年 生生 のの 履履 修修 目目 標標 ：目標 総修得単 位 8800 単単 位位  

  ２ 年 生 か ら は 校 舎 も 津 田 沼 校 舎 に 移 り 、 受 講 計 画 は 専 門 必 修 科 目 を 中 心 に 組

むことに なります が、３ 年次 以降の受 講計画を 容易にす るために は 8800 単単 位位 をを 目目

標標 として 下さい。  
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★３３ 年年 生生 のの 履履 修修 目目 標標 ：目標 総修得単 位 112200 単単 位位 ((要要 件件 外外 のの 生生 産産 実実 習習 ４４ 単単 位位 除除 くく )) 

  ４年 次の卒業 研究と就 職活動を 支障なく 行うため 、３３ 年年 時時 終終 了了 まま でで にに 112200 単単

位位 以以 上上 修修 得得 し て 下 さ い 。 ２ 年 生 同 様 、 選 択 必 修 科 目 を 優 先 し て 受 講 計 画 を 立 て

る必要が あります 。また、４４ 年年 次次 のの「「 卒卒 業業 研研 究究 」」にに はは 着着 手手 すす るる 条条 件件 ((卒卒 業業 要要 件件 科科

目目 にに かか かか わわ るる 単単 位位 かか らら のの 総総 修修 得得 単単 位位 数数 がが 110044 単単 位位 以以 上上 ))が あ りま す 。ここ のの 条条 件件

をを 満満 足足 しし 、、かか つつ ３３ 年年 次次 まま でで 設設 置置 ささ れれ てて いい るる 必必 修修 科科 目目 をを 含含 めめ てて 、、総総 修修 得得 単単 位位 数数 1122

00 単単 位位 以以 上上 をを 目目 標標 とすべき です。  

 

★４４ 年年 生生 のの 履履 修修 目目 標標 ：目標 総修得単 位 114400 単単 位位 以以 上上  

  ４年 生の履修 目標は定 められて いる卒業 要件をす べて満た すことを 目標の第

一としま す。ここ のの 条条 件件 がが 一一 つつ でで もも 欠欠 けけ るる とと 卒卒 業業 がが 延延 期期 となりま す。さら に、余

裕があれ ば応用分 野に関す る幅広い 知識を吸 収すべく 、多くの 科目を履 修して

下さい。  

 

２２－－４４  本本学学科科以以外外のの科科目目履履修修ににつついいてて  

 本 学 科 以 外 の 他 学 科 ・ 他 学 部 科 目 (相 互 履 修 科 目 )に 関 す る 科 目 履 修 に 関 し て 『 受

講は認め られます が、卒業 要件には 含まれな い』ので 注意して ください 。また、JAB

EE 以外の 『 4BE(Glo-BE、 Entre-to-Be、 Robo-BE、 STEAM-to-BE)に関しても、受 講 指

定されて いる科目 に関して は卒業要 件に含ま れない』ので合わ せて注意 して下さ い 。

なお、基 盤科目の 英語系科 目に関し ては、学 部で定め た語学研 修・交換 留学・外 部試

験 の 基 準 を 満 足 す る こ と で 認 定 す る こ と が で き ま す 。 詳 し く は 、 担 任 ま た は 学 務 委

員の担当 教員まで 問い合わ せくださ い。  

 

２２－－５５  学学習習・・教教育育到到達達目目標標達達成成度度評評価価のの確確認認ににつついいてて  

土木工学 科では、 前・後期 ガイダン ス時に配 付される 成績通知 書をもと に、各科

目が属し ている学 習・教育 到達目標 の達成度 について 、年２回 (１年生は １回 )前・

後期開始 直後に各 自が入力 し、内容 を確認で きるシス テムを構 築してい ます。各各 学学

年年 なな らら びび にに 学学 期期 にに おお けけ るる 科科 目目 のの 履履 修修 計計 画画 をを すす るる 際際 やや 卒卒 業業 延延 期期 のの 原原 因因 とと なな るる 単単 位位 修修 得得

のの 漏漏 れれ をを 防防 ぐぐ 対対 策策 とと しし てて 活活 用用 すす るる ここ とと がが でで きき まま すす 。。 そそ のの たた めめ にに もも 、、 各各 自自 がが 入入 力力 をを 怠怠

らら なな いい よよ うう にに しし てて 下下 ささ いい 。。   

 

達 成 度 入 力 画 面 へ は 、 土 木 工 学 科 ホ ー ム ペ ー ジ へ ア ク セ ス 後 、 掲 示 板 よ り 個 別 に

配付され る ID・ PASS でログ インしま す。掲示 板ととも にある“ 達成度入 力”イン デ

ックスを クリック 後、入力 要領にし たがって 入力し、登録しま す。これ により、卒業

要 件 を 満 た す ま で の 単 位 修 得 状 況 が 容 易 に 確 認 で き ま す 。 ま た 、 達 成 度 を 入 力 す る

際の ID・PASS およ び入力要 領は、１ 年生前期 のガイダ ンス時に 土木工学 科の１年 生

担任の先 生等から 個別に配 付されま す。配付 された IIDD・・PPAASSSS はは 卒卒 業業 すす るる まま でで 変変 わわ らら

なな いい のの でで 、、 くく れれ ぐぐ れれ もも 紛紛 失失 やや 漏漏 洩洩 がが なな いい よよ うう 充充 分分 にに 注注 意意 しし てて 下下 ささ いい。。  
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３３  『『自自主主創創造造のの基基礎礎』』『『生生産産工工学学のの基基礎礎』』『『ゼゼミミナナーールル』』  

のの履履修修ににつついいてて  

 

 日本大 学では本 学の「目 的及び使 命」を理 解し、教 育理念で ある「自 主創造」を 構

成する「 自ら学ぶ 」、「自 ら考える 」、「自 ら道をひ らく」能 力を養う 初年次教 育科

目として『自主創 造の基礎 』を全学 共通教育 科目に設 置してい ます。ま た、生産 工学

部 で は 本 学 部 お よ び 各 学 科 の 教 育 目 標 ・ 方 針 を 理 解 し 、 各 専 門 学 習 に 主 体 的 に 臨 む

た め の 初 年 次 導 入 科 目 と し て 『 生 産 工 学 の 基 礎 』 を 生 産 工 学 系 科 目 に 設 置 し て い ま

す。さ ら に、本 学 科では土 木工学の 専門分野 を選択し て探求学 習に取り 組む『 ゼ ミナ

ール』を ３年次の 専門教育 科目 (実技科目 )に設置してい ます。  

こ れ ら の 科 目 は 、 少 人 数 で の グ ル ー プ 学 習 お よ び チ ー ム 学 習 を 中 心 に 構 成 さ れ 、

自主創造 の基礎で は学部横 断型、生 産工学の 基礎では 学科横断 型の授業 を展開し て 、

学生相互 の学び合 いから学 生一人ひ とりの主 体性を育 みます。  

 

３３－－１１  『『自自主主創創造造のの基基礎礎』』  

  『自主創造の基 礎』は「 自主創造 型パーソ ン (激しく 変わりゆ く時代の 要求を 満 た

す人材 )」を育成す るために 必要な「 自主性」を涵養し 、「創造 性」への 導入を 目 指

し た 日 本 大 学 共 通 の 初 年 次 教 育 科 目 で す 。 土 木 工 学 科 で は 新 入 生 に 対 し て 工 学 、 特

に 土 木 工 学 へ の 意 欲 を 高 め 、 さ ら に シ ビ ル エ ン ジ ニ ア と し て の 将 来 の 目 標 に 向 か っ

て 学 習 す る 意 欲 を プ ッ シ ュ ア ッ プ す る こ と を 目 的 と し 、 土 木 工 学 科 の 専 任 教 員 全 員

と 教 養 ・ 基 礎 科 学 系 の 教 員 が 少 人 数 の 学 生 に 対 し て 以 下 の 概 要 に 沿 っ て ゼ ミ 形 式 で

授業を行 います。  

 

① 大 学 入 学 ま で の 学 習 (受 動 的 な 知 )か ら 大 学 に お け る 学 修 (能 動 的 な 知 )へ の 転 換

を図る。  

② プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン の 方 法 な ど 、 大 学 で 学 ぶ た め の 基 本 的 な 学 修 ス キ ル を修 得

する。  

③ 課 題 を 自 ら 設 定 し て 、 デ ー タ や 情 報 を 収 集 し 、 他 者 と の 意 見 交 換 を 行 い 、論 点

を 整 理 し て 成 果 を 発 表 す る こ と に よ る 主 体 的 な 学 び の 体 験 を 通 じ て 、 大 学 生と

しての自 覚と自信 の涵養を もたらす 。  

④ 多 様 な 学 生 と の 触 れ 合 い や グ ル ー プ ワ ー ク に お け る 協 働 に よ る コ ミ ュ ニ ケー シ

ョ ン 力 の 向 上 を 図 る と と も に 、 対 話 を 通 じ て の 主 体 的 な 授 業 参 加 に よ る 授 業へ

の積極的 参加姿勢 を育成す る。  

⑤ 大 学 ・ 学 部 ・ 学 科 へ の 帰 属 意 識 を 持 つ た め に 自 校 に つ い て 知 る 。 ま た 、 少人 数

学 習 を 通 じ て 学 生 相 互 、 学 生 ・ 教 員 間 の 交 流 を 深 め る 大 切 な 機 会 で あ り 、 大学

での学び や学生生 活に関し て相談で きる関係 を築きま す。  
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３３－－２２  『『生生産産工工学学のの基基礎礎』』  

 『生産工 学の基礎 』は「キ ャリアデ ザイン教 育」と「 エンジニ アリング デザイ ン 教

育」を 柱 とする生 産工学系 科目の初 年次導入 に位置付 けられ 、専門性を 重視した「 学

科 独 自 回 」 と 混 成 チ ー ム で の 学 び 合 い に よ る 「 学 部 共 通 回 」 か ら 構 成 さ れ る 科 目 で

す 。 本 学 部 の ポ リ シ ー や カ リ キ ュ ラ ム に 沿 っ て 各 分 野 の 社 会 的 役 割 、 当 該 技 術 者 に

求 め ら れ る 知 識 ・ 能 力 等 を 理 解 し 、 学 科 横 断 型 で の チ ー ム ワ ー ク を 通 じ て 社 会 的 課

題 と 向 き 合 い な が ら 、 分 野 間 の 関 係 と 連 携 に よ る 可 能 性 を 学 び 合 い 、 生 産 工 学 的 な

視 点 か ら 新 た な 社 会 的 課 題 の 発 見 と 解 決 に 取 り 組 む 思 考 、 姿 勢 ・ 態 度 の 基 礎 を 構 築

すること を目的と していま す。達 成 目標は以 下①、② であり 、社会の変 化にたく まし

く、しな やかに対 応できる 自主創造 型エンジ ニアを目 指します 。  

 

①技術者 のメガネ を掛けて 社会を見 渡す力（ DP2）  

専門分野 の社会的 役割 (社会的課題へ の関与な ど )、専 門 技術の進 展・課題・展望 、

当該技術 者に求め られる知 識・能力 等を体系 的に理解 し、他者 に説明で きる。  

②技術者 の帽子を 被って社 会を見通 す力（ DP4、 DP5、 DP6、 DP7、 DP8）  

専 門 技 術 者 の 立 場 か ら 多 様 な 分 野 の 現 状 と 課 題 、 分 野 間 の 関 係 と 連 携 の 重 要 性 を

認識し、 チームワ ークによ り社会的 課題の発 見と解決 に取り組 むことが できる。  

  

３３－－３３  『『ゼゼミミナナーールル』』  

『 ゼ ミ ナ ー ル 』 は 、 自 身 と 社 会 の 過 去 や 現 在 を 踏 ま え て 技 術 者 と し て の 将 来 像 を

展 望 す る こ と を 基 本 と し 、 専 門 分 野 の 業 界 ・ 企 業 と 技 術 の 動 向 か ら 専 門 分 野 に 関 す

る 課 題 の 理 解 、 そ し て 解 決 に 必 要 な プ ロ セ ス を 他 者 と デ ィ ス カ ッ シ ョ ン し な が ら 提

案 す る こ と を 達 成 目 標 と し て お り 、 必 修 科 目 と し て 専 門 工 学 へ の 探 究 の 導 入 に 役 立

つ科目と して設置 されてい ます。  

現在は 、就職準備 の一環と して業界 研究・企 業研究に 取り組み 、様々 な 先輩の経 験

を 資 源 と し な が ら 将 来 ビ ジ ョ ン を 設 計 す る 全 体 講 義 と 各 研 究 室 (専 門 分 野 )に 分 か れ

た 小 人 数 の ク ラ ス 講 義 に 分 か れ て 講 義 を 行 っ て お り ま す 。 な お 、 本 科 目 の 履 修 に 当

た っ て は 、 土 木 工 学 の 基 礎 知 識 が 必 要 と さ れ る こ と と 、 エ ン ジ ニ ア と し て の 将 来 計

画に介す ることも 考慮して ３年次に 設置して あります 。  
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４４  『『生生産産実実習習』』のの履履修修ににつついいてて  
 

 工学分 野の技術 の発展は 大学にお ける基礎 的な理論 や実験に 負うとこ ろが大き い

ものがあ りますが 、実社会 において は、現実 に直面し た問題の 解決が新 しい技術 発

展に貢献 する例は 数多くあ ります。 特に土木 工学の分 野では、 これらの 関係は密 接

なものと して取り 扱われて います。 現在、文 部科学省 等の関係 省庁で本 科目をイ ン

ターンシ ップ制度 として推 進してい ます。  

 この科 目は、大 学で学習 している 基礎理論 ・基礎実 験などが 生産現場 でどのよ う

に応用さ れ生かさ れている か、身を 持って修 得し、社 会性を涵 養し、創 造力およ び

応用力豊 かな技術 者の教育 を目的と していま す。した がって、 目的意識 を強く持 ち

実習する ことが必 要です。  

 

〇〇 土土 木木 工工 学学 科科 でで のの 『『 生生 産産 実実 習習 』』 のの 履履 修修  

 生産工 学部では 生産実習 を３年次 に共通科 目として 設置して あり、必 修科目と な

っていま す。生生 産産 実実 習習 をを 履履 修修 すす るる たた めめ にに はは 、、 『『 ２２ －－ ２２   生生 産産 実実 習習 、、 卒卒 業業 研研 究究 着着 手手 おお

よよ びび 卒卒 業業 にに 必必 要要 なな 単単 位位 数数 』』 にに 示示 しし たた 条条 件件 をを 原原 則則 とと しし てて 満満 たた ささ なな けけ れれ ばば 受受 講講 でで きき まま せせ

んん 。。 また 、生産実 習は事前 ・事後学 修および 実践実習 の２つに 分かれて います。  

 

４４－－１１  事事前前・・事事後後学学修修  

 事前・ 事後学修 とは、生 産実習の 目的およ び実施方 法の説明 を行うガ イダンス 、

マナー教 育、安全 教育や準 備などの 事前学修 、また企 業実習後 の成果報 告書の作

成、成果 発表会な どの事後 学修が含 まれます 。  

 

４４－－２２  実実践践実実習習  

 実 践 実 習 と は 、 ３ 年 次 の 夏 季 休 暇 中 (場 合 に よ っ て は 春 季 休 暇 中 )に 土 木 工 学 科 が

指 定 し た 企 業 で の 経 験 学 習 の こ と を い い ま す 。 こ の 経 験 学 習 に 際 し て は 、 事 前 に 意

義、目 的 、技術など 基礎知識 の説明を しますが 、学生 自 身も積極 的に予備 知識の修 得

に努力す る必要が あります 。  

 実習の 成果は学 外実習終 了後に成 果報告書 (内容、形 式につい ては担当 教員か ら 指

示があり ます )を提出の上、 その内容 を土木工 学科の成 果発表会 で発表し ます。  

 こ の 実 践 実 習 に 関 す る ガ イ ダ ン ス は 、 ３ 年 次 の 夏 季 休 暇 の 約 ２ ヶ 月 前 頃 か ら 行 わ

れます 。ガイダン スでは 、実習先を 選択する ほか、実 習先での 万一の事 故などに 対す

る緊急連 絡方法等 に関する 諸注意事 項の指導 がありま す。  
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５５  『『卒卒業業研研究究』』のの履履修修ににつついいてて  
 

 卒業研 究は、３ 年間修得 した学問 を応用し 、さら に これを発 展させて 、研究 課 題を

ま と め 仕 上 げ る こ と を 目 的 と し て い ま す 。 す な わ ち 、 卒 業 研 究 は 大 学 教 育 の 総 括 と

い う べ き 必 修 の 科 目 で あ り ま す 。 こ こ で は 、 能 動 的 に 自 己 の 考 え を 発 揮 す る エ ン ジ

ニ ア リ ン グ デ ザ イ ン 能 力 を 育 成 す る た め に 、 教 員 、 学 友 と 身 近 に 討 議 し あ っ て 研 究

を 進 め て い き ま す 。 ま た 、 卒 業 後 に お い て も 大 学 と の 接 触 を 続 け ら れ る 場 を 得 る こ

とのでき る良い機 会でもあ ります。  

 「「 卒卒 業業 研研 究究 １１ 」」「「 卒卒 業業 研研 究究 ２２ 」」をを 履履 修修 すす るる たた めめ にに はは 、、『『 ２２ －－ ２２   生生 産産 実実 習習 、、卒卒 業業 研研

究究 着着 手手 おお よよ びび 卒卒 業業 にに 必必 要要 なな 単単 位位 数数 』』 にに 示示 しし たた 着着 手手 条条 件件 をを 満満 たた すす ここ とと がが 必必 要要 で す が 、

詳 細 は キ ャ ン パ ス ガ イ ド を 参 照 し て 下 さ い 。 そ し て 本 人 の 希 望 を 基 本 に 、 研 究 室 間

のバラン スも考慮 しながら 配属研究 室が決め られます 。  

  

５５－－１１  所所属属研研究究室室((指指導導教教員員))のの決決定定  

 卒 業 研 究 着 手 条 件 は ３ 年 後 期 終 了 時 点 で 卒 業 要 件 科 目 に か か わ る 単 位 か ら の 総 修

得単位数 104単位以上です。卒業研究 について は３年後 期に行わ れる『卒 業研究 着 手

に関する ガイダン ス』で説 明されま す。  

所 属 研 究 室 の 配 属 は 、 学 生 の 希 望 と 各 研 究 室 の 受 け 入 れ 可 能 人 数 等 を 勘 案 し て 決

定してい ます。令 和６年度 の場合 、就職活動 の早期化 に対応す るため 、３年前期 開始

時の成績 で総修得 単位数 60 単位以上 を満足し た学生を 対象に、３年前期 期間中 に 配

属を行い ました。  

これらの 配属の時 期・方法 などは、カカ リリ キキ ュュ ララ ムム のの 改改 定定 やや 、、そそ のの 年年 のの 就就 職職 協協 定定 のの 見見

直直 しし なな どど でで 年年 度度 毎毎 にに 変変 わわ るる こ と が 予 想 さ れ ま す 。 詳 し く は 、 卒 業 研 究 に 関 す る ガ イ

ダンスの 指示に従 って下さ い。  

 

５５－－２２  卒卒業業研研究究ののテテーーママとと内内容容  

 卒 業 研 究 の テ ー マ は 、 担 当 教 員 の 指 導 の も と に 決 定 し ま す が 、 ま ず 前 年 度 に 行 わ

れ る 卒 業 研 究 発 表 会 な ど を 積 極 的 に 聴 講 し て 、 研 究 内 容 な ど を 理 解 し た 上 で 希 望 す

る研究テ ーマを選 ぶことが 大切です 。各テ ー マでは理 論、実 験 、設計など の方法で 、

研究を進 めますが 、他人 の 行った研 究、実 験 または設 計などの データ 、あるいは 結果

を転記し たような 独自性の ないもの は卒業研 究として 認められ ません。  
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５５ －－ ３３   卒卒 業業 研研 究究 のの 過過 程程 ((令令 和和 ６６ 年年 度度 のの 例例 ))  

    

  

    

卒 業 研 究 の 過 程  予 定 月  説 明 項 目  

研究室紹 介  

↓  

研究室訪 問  

↓  

配属希望 調書提出  

↓  

配属研究 室決定  

↓  

↓  

研究室本 配属  

卒業研究 テーマの 決定  

↓  

卒業研究 実施  

↓  

↓  

研究概要 の提出  

↓  

卒業研究 発表会  

卒業論文 の提出  

 

 

4月下旬  

 

 

5月下旬  

～ 6月  

 

7月上旬  

 

 

4月上旬  

 

 

4月上旬  

～翌年 1月中旬  

 

1月中旬  

 

2月中旬  

 

5-2 卒業研究のテ ーマ  

 

 

 

 

 

5-1 所属研究室の 決定  

 

 

5-1 所属研究室の 決定  

5-4 卒業研究のテ ーマ  

 

 

 

 

5-5 1)卒研概要の 提出  

 

5-6 卒業研究発表 会  

5-5 2)卒業研究論 文提出  
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５５－－４４  卒卒業業研研究究ににおおけけるる主主なな研研究究テテーーママ  

 学生は 自分が興 味を持っ ている研 究の内容 がどの研 究室に属 するかを 選択する 必

要があり ます。土 木工学科 所属の卒 研指導教 員の主な 研究テー マは次の 通りです 。  

 

卒卒 業業 研研 究究 指指 導導 教教 員員 のの 主主 なな 研研 究究 テテ ーー ママ   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

研研究究室室 研研究究内内容容

構構造造工工学学研研究究室室（（11））
RC床版の耐荷力性能および疲労寿命に関する研究、道路橋長寿命化修繕計画における補強対策と維持管理手
法の構築に関する研究、UFCとRCとの合成構造における耐荷力性能および耐疲労性に関する研究

構構造造工工学学研研究究室室（（22））
連続繊維シート補強とコンクリートおよび鉄筋の力学特性に関する実験研究、アラミド繊維シートにより補
強されたRCはりの力学的性質に関する実験研究、鉛直・水平震動を受ける層状構造体のせん断震動応答に関
する実験研究

構構造造工工学学研研究究室室（（33））
超高強度繊維補強コンクリート部材の力学特性に関する研究、複合構造柱モデルの耐荷力および変形性状に
関する研究、塩害・凍害作用を受けるRC部材の劣化診断

海海岸岸工工学学研研究究室室（（11））
二酸化炭素の海洋隔離技術に関する研究、海洋循環モデルによる物質拡散と海域環境評価、閉鎖性海域にお
ける汚染物質の拡散予測とその評価

海海岸岸工工学学研研究究室室（（22）） 浅海砕波帯の物理的な運動、海洋生物の生息域の安定化・不安定化機構

土土質質工工学学研研究究室室
産業副産物を利用した土質安定処理に関する研究、舗装材料の力学評価に関する研究、アスファルト混合物
のリサイクルに関する研究

土土質質・・道道路路工工学学研研究究室室
産業副産物を用いた地盤改良技術の開発、アスファルト舗装のメンテナンスおよびリサイクルに関する研
究、景観・環境配慮型舗装技術の開発

測測量量学学研研究究室室
地球観測衛星の精密幾何補正処理に関する研究、地球観測衛星データによる都市的土地被覆パターンの解
析、地球観測衛星データによるエジプト西方沙漠ハルガ・オアシス周辺の環境調査

土土木木計計画画学学研研究究室室 人工衛星を用いた災害被害把握に関する研究、人工衛星を用いた海岸林生育把握に関する研究

建建設設材材料料工工学学研研究究室室（（11））
陸上風力グラウトに関する研究、ルナコンクリートに関する研究、放射性廃棄物処分施設用コンクリートに
関する関する研究、建設用新材料の開発、繊維補強コンクリートに関する研究

建建設設材材料料工工学学研研究究室室（（22））
火山ガラス微粉末に関する研究、オートクレーブ養生に関する研究、耐酸性材料に関する研究、プレキャス
トコンクリートに関する研究

施施工工計計画画研研究究室室 下水道管の健全性診断技術の開発、センサーネットワークを用いた土木インフラの状態監視技術の開発

環環境境工工学学研研究究室室（（11））
既存インフラの有効活用に関する研究、インフラ技術の海外展開に関する研究、インフラの整備効果に関す
る研究

環環境境工工学学研研究究室室（（22））
廃棄物を利用した屋上緑化基盤材の適応実験、居住環境における有害揮発性物質の分析、放線菌担体による
高濃度排水処理
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５５－－５５  卒卒業業研研究究論論文文のの概概要要おおよよびび本本論論文文のの提提出出  

 卒業研 究着手者 は、研究 概 要および 本論文の 提出が義 務付けら れていま す。また 、

研 究 概 要 お よ び 本 論 文 の 詳 細 な 執 筆 規 定 あ る い は 提 出 期 限 に 関 し て は 、 ４ 年 次 に 担

任および 指導教員 より指示 がありま す。  

１１ ))概概 要要 のの 提提 出出   

  す べ て の 卒 業 研 究 着 手 者 は 、 研 究 結 果 の 概 要 を 提 出 し な け れ ば な り ま せ ん 。

研 究 概 要 は 指 定 さ れ た 書 式 を 使 用 し 、 卒 業 研 究 指 導 教 員 の 承 認 を 受 け た 後 、 指

定 さ れ た 期 限 ま で に 土 木 工 学 科 事 務 室 に 提 出 し な け れ ば な り ま せ ん (１ 月 中 旬 )。

提 出 さ れ た 概 要 は 、 『 卒 業 研 究 概 要 集 』 と し て 土 木 教 室 に 永 久 保 存 さ れ 、 皆 さ

んには卒 業研究発 表会まで に配布さ れます (２月中旬 )。  

２２ ))本本 論論 文文 のの 提提 出出   

  す べ て の 卒 業 研 究 着 手 者 は 、 研 究 の 成 果 と し て 卒 業 研 究 本 論 文 を 提 出 し な け

れ ば な り ま せ ん 。 本 論 文 は パ ソ コ ン 等 で 作 成 し 、 卒 業 研 究 指 導 教 員 の 承 認 を 得

た後、指 定された 期日にそ の電子デ ータを DVD に記録 して土木 工学科事 務室 に

提 出 し ま す 。 提 出 さ れ た 卒 業 論 文 は 各 卒 業 研 究 指 導 教 員 に よ っ て 保 存 さ れ ま す

(２月下旬 )。  

 

５５－－６６  卒卒業業研研究究発発表表会会  

 卒 業 研 究 に 関 す る 発 表 会 を 行 い ま す 。 発 表 は 複 数 の 研 究 分 野 に 分 か れ て 卒 研 生 全

員 が 参 加 し て 行 わ れ ま す 。 な お 発 表 会 に 関 し て は 、 各 卒 業 研 究 指 導 教 員 の 指 示 に 従

って下さ い。  

 発 表 会 は 、 卒 業 研 究 履 修 者 に と っ て 研 究 成 果 を 総 括 す る 貴 重 な 発 表 の 場 で あ り ま

すが、同 時に３年 生にとっ ては、次 年度、各 自が志望 する卒業 研究学科 目および 研究

テ ー マ を 選 択 す る 上 で 非 常 に 参 考 に な り ま す の で 、 積 極 的 に 発 表 会 へ 参 加 す る よ う

にして下 さい。  
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６６  大大学学院院進進学学ににつついいてて  
 

 大学院 は、土 木 技術をは じめ地球 環境や生 態系の保 存、安 心・安全な地 域社会や 市

民 生 活 な ど に つ い て 高 度 な 専 門 的 知 識 を 勉 強 し 研 究 す る と こ ろ で す 。 そ し て こ れ ら

の学識と 、教員 の 個別指導 による研 究活動を 通じて 、国際的視 野に立ち 、企業 等 にお

い て 技 術 的 課 題 に 挑 戦 で き る 指 導 的 技 術 者 を 養 成 す る と と も に 、 研 究 者 と し て 自 立

できる人 材開発を 教育の目 的として います。  

実 際 の 産 業 界 、 学 界 に あ っ て は そ の 中 枢 的 頭 脳 集 団 は 大 学 院 で 学 び 専 門 知 識 を 持

つ 有 能 者 で あ る こ と が 多 く 、 大 学 院 で の 研 究 の 必 要 性 を 証 明 し て い ま す 。 大 学 の 卒

業 生 は 大 学 院 に 進 学 す る 資 格 を 全 員 が 持 っ て い ま す 。 多 く の 学 生 が 大 学 院 に 進 学 さ

れること を強く希 望します 。  

 

〇〇 出出 願願 おお よよ びび 入入 学学 選選 考考  

 生 産 工 学 研 究 科 博 士 前 期 課 程 (修 士 課 程 )へ の 入 学 選 考 に つ い て 説 明 し ま す 。 入 学

試験は例 年２回行 われます 。  

１１ ))１１ 回回 目目 ((第第 一一 期期 ))  

７月初旬 頃に、次 の３通り の方法で 行われま す。  

①  学学 内内 選選 考考：：生産工 学部に在 籍する学 生を対象 とし、あ る一定基 準以上の 学業 成

績 (令和６ 年度現在 、４年生 在籍学生 の上位１ ／３以上 の成績 )を修めた学 生 に

受験資格 が与えら れます。  

②  学学 内内 特特 別別 推推 薦薦：：合格した場合、本研究科博士前期課程に入学することを確約で

きる学生 で、以下 のいずれ かの条件 を満たし 、且つ志 望の選考 にエント リー し 、

指導教員 および各 学科から 推薦され た学生に 受験資格 が与えら れます。  

 

【【 令令 和和 ７７ 年年 度度 募募 集集 時時 点点 のの 推推 薦薦 条条 件件 】】   

①① GGPPAA22..00 以以 上上 のの 者者   

②② GGlloo--BBEE ププ ロロ ググ ララ ムム 修修 了了 者者   

③③ EEnnttrree--ttoo--BBee ププロロ ググ ララ ムム 修修 了了 者者   

④④ RRoobboo--BBEE ププ ロロ ググ ララ ムム 修修 了了 者者   

⑤⑤ SSTTEEAAMM--ttoo--BBEE ププロロ ググ ララ ムム 修修 了了 者者   

⑥⑥ 横横 断断 ププ ロロ ググ ララ ムム ((ユユ ニニ ッッ トト ))所所 属属 のの 者者 **  

**大大 学学 院院 横横 断断 ププ ロロ ググ ララ ムム ((ユユ ニニ ッッ トト ))にに 所所 属属 しし ,,横横 断断

ププ ロロ ググ ララ ムム 特特 別別 演演 習習 をを 履履 修修 しし てて いい るる 者者  

 

学内選考 、学内特 別推薦の 場合は、 口述試験 だけが行 われます 。なお、 受験

資格等、 変更され る場合が あります ので、詳 細につい ては、受 験時に確 認して

下さい。  
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③  一一 般般 公公 募募 試試 験験：：学 内選考対 象外の人 や、他 学 部、他 大 学の人を 受験対象 とした

試験で大学卒業見込みの者は誰でも受験することができます。この試験は外国

語 (英語 )と専門科 目 (数学 、構造力学 、水理 学 、土質 力 学、コ ン クリート・鉄筋

コンクリ ート工学 、管理・計画学 (施工管理、都市計画 、国土計 画含む )、環 境

工学 (上・下水道、環境関連 )のうち３ 科目選択 )の筆記試 験と口述 試験があ り ま

す。  

 

２２ ))２２ 回回 目目 ((第第 二二 期期 ))  

翌年２月 下旬に一 般公募試 験 (第二期 )が行われ ます。  

 

④   一一 般般 公公 募募 試試 験験 ((第第 二二 期期 ))：：学内選考対 象外の人 や、他学 部、他大 学の人を 受験対

象とした 試験で大 学卒業見 込みの者 は誰でも 受験する ことがで きます。この 試

験は外国 語 (英語 )と専門科 目 (数学、構造力学 、水理学、土質力学 、コンク リー

ト・鉄筋コ ンクリー ト工学 、管 理・計画学 (施工管理 、都市 計画 、国土 計画 含む )、

環 境 工 学 (上 ・ 下 水 道 、 環 境 関 連 )の う ち ３ 科 目 選 択 )の 筆 記 試 験 と 口 述 試 験 が

あります 。  

 

い ず れ の 試 験 の 場 合 に お い て も 合 格 発 表 は 試 験 後 １ 週 間 以 内 に 行 わ れ ま す が 、

入 学 手 続 き 等 は 、 学 内 特 別 推 薦 を 除 き 、 入 学 前 の ３ 月 に 入 っ て か ら で 良 い こ と に

な っ て い ま す 。 な お 、 出 願 時 期 等 の 入 学 試 験 に 関 す る 諸 手 続 き は 教 務 課 で 取 り 扱

っ て い ま す 。 大 学 院 進 学 希 望 者 は 、 教 務 課 の 掲 示 等 を 見 落 と さ な い よ う 注 意 し て

下さい。  

 

 

    



31 

 

７７  就就職職ににつついいてて  
 

 就職は 、これま での長き にわたる 学生生活 を修了し 、社会へ と巣立つ 節目であ

り、皆さ ん一人ひ とりが社 会人生活 の岐路に 立つ大切 な起点で す。社会 人として の

職務を果 すという ことは、 各々が持 つ知識と 能力を駆 使し、そ れぞれの 立場で社 会

的役割を 果たすこ とであり 、それら を通じて 一人ひと りが豊か な人生の 基盤を築 き

ます。そそ のの たた めめ 、、 大大 学学 でで のの 学学 びび とと 並並 行行 しし てて 自自 己己 理理 解解 やや 業業 界界 理理 解解 をを 深深 めめ 、、 多多 面面 的的 かか つつ

長長 期期 的的 なな 視視 点点 かか らら 自自 らら のの キキ ャャ リリ アア デデ ザザ イイ ンン にに 主主 体体 的的 にに 取取 りり 組組 むむ ここ とと がが 重重 要要 でで すす 。。  

 現代の 社会、そ して自然 環境は日 々目まぐ るしく変 化してい ます。そ のなかで 、

社会基盤 を担う土 木技術者 の役割は これから も重要で あること に変わり はなく、 土

木技術者 として卒 業される 皆さんへ の社会的 な期待は 一層高ま りつつあ ります。 建

設業界に は、人々 の安全で 豊かな暮 らしを支 えるため の多様な 職種、専 門業務な ど

があり、 就職活動 に際して はその全 体の仕組 みと役割 を十分に 理解した うえで、 一

人ひとり の興味や 適性に基 づき、そ れを主体 的に選択 すること が基本と なります 。

そそ しし てて 、、 志志 望望 すす るる 職職 種種 、、 機機 関関 にに 就就 職職 すす るる たた めめ にに はは 、、 継継 続続 的的 なな キキ ャャ リリ アア デデ ザザ イイ ンン をを 通通

じじ てて 個個 々々 のの 将将 来来 展展 望望 （（ 在在 りり たた いい 姿姿 ）） をを 明明 確確 化化 しし 、、 早早 期期 にに 具具 体体 的的 なな 目目 標標 をを 設設 定定 しし てて 自自

らら 研研 鑽鑽 をを 重重 ねね るる ここ とと がが 重重 要要 でで すす 。。  

 本 学 科 で は 、 本 学 の ス ケ ー ル メ リ ッ ト を 生 か し た 体 系 的 な キ ャ リ ア デ ザ イ ン 教 育

を カ リ キ ュ ラ ム に 具 現 化 す る と と も に 、 就 職 指 導 課 と 連 携 を 図 り な が ら 一 人 ひ と り

のキャリ アデザイ ンと就職 活動を支 援してい ます。  

 

７７－－１１  公公務務員員をを志志望望すするる方方へへ  

 人々の 安全で豊 かな暮ら しを支え る学問と いった土 木工学の 性格上、 土木技術 者

が携わる 構造物の 多くは公 共施設で あり、そ れらの管 理者が国 や地方公 共団体で

す。その ような国 の機関に 勤める者 を「国家 公務員」 、地方公 共団体の 機関に勤 め

る者を「 地方公務 員」と呼 びます。 それらの 公務員の 中で土木 技術職員 は、種々 の

公共施設 を建設・ 維持修繕 する上で の計画か ら施工業 者への発 注・監理 にいたる ま

で、様々 な業務を 行ってい ます。特 に地方公 務員では 、市民と 一体とな った業務 が

多く、地 域社会に 密着した 職種とも いえます 。  

 

１１ ))国国家家公公務務員員  

 国家公 務員にな るために は、人事 院が行う 国家公務 員採用試 験に合格 しなけれ ば

なりませ ん。採用 試験は、 総合職・ 一般職・ 専門職の ３種類に 分けられ 、試験の 日

程等につ いては官 報や人事 院のホー ムページ に公示さ れる（例 年、国家 公務員の 試

験日程な どは 12 月頃に公示 されます 。）と同 時に津田 沼校舎 24 号館１階 の就職指

導課にも 掲示され ます。  

 総 合 職 試 験 は 、 各 省 庁 の 政 策 の 企 画 立 案 等 の 高 度 の 知 識 、 技 術 又 は 経 験 を 必 要 と

す る 業 務 に 従 事 す る こ と を 職 務 と す る 官 職 と な る 試 験 で あ り 、 申 込 み 受 付 は 例 年 ２

月上旬頃 です。一 次試験（ 基礎能力 試験 (多肢選択式 )・専門 (多肢選択式 )）と二次 試
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験 （ 専 門 (記 述 式 )・ 政 策 論 文 試 験 と 人 物 試 験 ） が あ り 、 合 格 す る と 採 用 候 補 者 名 簿

（３年間 有効）に 登載され 、志望す る官庁を 考慮の上 、成績順 に推薦さ れた後、各省

庁 の 行 う 面 接 ・ 身 体 検 査 な ど に 合 格 し て 始 め て 採 用 内 定 と な り ま す 。 な お 試 験 の 合

格 者 は 、 将 来 の 幹 部 職 員 と な っ て 比 較 的 早 い 時 期 か ら 責 任 あ る 仕 事 を 任 ぜ ら れ る こ

とから、 試験の内 容も高度 となって います。  

  一 般 職 試 験 は 、 各 省 庁 の 主 と し て 事 務 処 理 等 の 定 型 的 な 業 務 に 従 事 す る こ と を 職

務とする 官職とな る試験で あり、申 込み受付 は例年３ 月上旬頃 です。一 次試験（ 基礎

能力試験 (多肢選択 式 )・専門 (記述式・記述式 )）と二次試 験（人物 試験）が あり、合

格 す る と 総 合 職 の 場 合 と 同 じ よ う に 採 用 候 補 者 名 簿 に 登 載 さ れ 、 志 望 す る 官 庁 を 考

慮の上 、成績順に 推薦され 、各省 庁 の行う面 接・身体 検査など に合格し て採用内 定と

なります 。  

  専 門 職 試 験 は 、 国 税 専 門 官 、 航 空 管 制 官 等 の 特 定 の 行 政 分 野 に 係 る 専 門 的 な 知 識

を有する かどうか を重視し て行う係 員の採用 試験です 。  

  このような国家 公務員試 験に合格 した場合 、主に 国 土交通省・厚生労 働省・経 済産

業省・農 林水産省 ・文部科 学省・環 境省・会 計検査院 等に採用 されてい ます。  

 な お 、 国 家 公 務 員 採 用 試 験 情 報 は 以 下 の ア ド レ ス で 確 認 で き ま す の で 、 将 来 国 家

公務員を 目指す人 、受験さ れる人は 常日頃か ら情報を 確認する ことが必 要です。  

人人 事事 院院 のの 国国 家家 公公 務務 員員 試試 験験 採採 用用 情情 報報 NNAAVVII 

hhttttppss::////wwwwww..jjiinnjjii..ggoo..jjpp//ssaaiiyyoo//ssaaiiyyoo..hhttmmll 

 

２２ ))地地方方公公務務員員  

 地方公務 員の採用 試験は、地方公共 団体ごと にその採 用基準を 定めて実 施して い ま

す の で 試 験 区 分 は 統 一 さ れ て い ま せ ん 。 国 家 公 務 員 の 場 合 と 同 じ よ う に 試 験 区 分 を

大別して みると、上級試験（大学卒 業程度）、中級試 験（短大 卒業程度 ）、初 級 試 験

（高校卒 業程度 ）の３種類 となりま す。市 町 村におい ては、こ れらを区 別せず１ つの

採 用 試 験 で 扱 っ て い る と こ ろ も あ り ま す 。 こ れ ら の 試 験 は 、 各 都 道 府 県 か ら 市 町 村

にいたる まで各地 方公共団 体に置か れた人事 委員会、または人 事課が行 っていま す 。

そ し て 東 京 都 の 特 別 区 や 千 葉 県 な ど 、 ほ か の 多 く の 府 県 の 市 町 村 で は 、 試 験 を 共 同

で行って いるとこ ろもある ので注意 して下さ い。  

 なお、 都道府県 および各 市町村の 採用情報 は以下の アドレス で確認で きます。  

採用情報 は随時更 新されま すので 、希望の都 道府県 、市町村が ある場合 、常日 頃 から

確認する ことが必 要です。  

  地地 方方 共共 同同 法法 人人   地地 方方 公公 共共 団団 体体 情情 報報 シシ スス テテ ムム 機機 構構 のの 地地 方方 公公 務務 員員 採採 用用 試試 験験 案案 内内  

hhttttppss::////wwwwww..jj--lliiss..ggoo..jjpp// 

  

３３ ))独独立立行行政政法法人人等等のの各各種種団団体体  

 土木技 術職を特 別枠とし て採用し ている団 体は、防 衛省など の各種機 構や独立 行

政法人な ど広範囲 にわたり あります 。  
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 採用試 験につい ては各団 体で独自 に試験を 実施する 場合と、 人事院の 行う国家 公

務員採用 試験によ り、採用 を行う場 合がある ので事前 の情報収 集が必要 です。  

 

４４ ))公公務務員員試試験験対対策策講講座座  

 国 家 公 務 員 お よ び 地 方 公 務 員 と な る た め に は 、 か な り の 高 い 倍 率 の 採 用 試 験 を 突

破しなけ ればなり ません。日本大学 本部では 、「公務員 試験支援 センター 」が開設 さ

れており 、国家公 務員（総 合職・一 般職）、地方公務 員（地方 上級職）、ならび に警

察 官 ・ 消 防 官 等 の コ ー ス 別 に 対 策 講 座 が 設 け ら れ て い ま す 。 詳 し く は 日 本 大 学 公 務

員試験支 援センタ ーのホー ムページ（ https://www.nihon-u.ac.jp/career/license/

civil_service_exam/）を参照して下さ い。また 、生産工 学部では 、公務員 試験 対 策

講 座 を 開 講 し て い ま す の で 、 公 務 員 を 志 望 す る 学 生 は も と よ り 企 業 を 選 択 す る 学 生

も 是 非 受 講 す る こ と を 勧 め ま す 。 詳 し く は 、 生 産 工 学 部 の 就 職 指 導 課 へ 問 い 合 わ せ

て下さい 。  

 

７７－－２２  民民間間企企業業をを志志望望すするる方方へへ  

 本 学 科 で は 、 例 年 、 大 変 多 く の 民 間 企 業 等 か ら 求 人 申 込 み を い た だ い て お り 、 近

年 、 特 に 建 設 関 連 企 業 か ら の 求 人 が 活 発 化 し て い ま す 。 多 く の 企 業 が 将 来 の 幹 部 社

員 と し て 望 ま し い 人 材 を 本 学 科 卒 業 生 に 求 め て い ま す の で 、 そ の 期 待 に 積 極 的 に 応

え ら れ る よ う 心 が け て お く こ と が 重 要 で す 。 し か し 、 実 際 に は 多 く の 求 人 か ら 進 路

を 選 択 す る こ と に 苦 労 さ れ る 学 生 も 少 な か ら ず 見 受 け ら れ ま す 。 そそ のの たた めめ 、、 なな るる べべ

くく 早早 いい 時時 期期 かか らら 企企 業業 のの 業業 種種 やや 規規 模模 、、 実実 績績 等等 にに 関関 しし てて 自自 らら 調調 査査 しし てて おお くく ここ とと はは もも ちち ろろ

んん のの ここ とと 、、 ごご 家家 族族 のの 意意 見見 なな どど をを 踏踏 まま ええ なな がが らら 将将 来来 のの 勤勤 務務 地地 やや ワワ ーー クク ララ イイ フフ ババ ララ ンン スス

等等 をを 考考 慮慮 しし 、、 個個 々々 にに 適適 しし たた 職職 種種 やや 企企 業業 をを 検検 討討 しし てて いい くく ここ とと がが 重重 要要 でで すす 。。 同 時 に 、 客

観 的 視 点 か ら 自 己 分 析 に も 取 り 組 み な が ら 、 自 ら の 興 味 や 適 性 等 を 深 く 認 識 し 、 知

識や能力 を生かし て、や り がいを持 って働き 続けるこ とができ る業種・職種、在 りた

い姿を実 現できる 企業など を多面的 かつ長期 的に検討 して下さ い。  

 

日日 大大 生生 のの たた めめ のの 就就 職職 支支 援援 ササ イイ トト 『『 ＮＮ ＵＵ 就就 職職 ナナ ビビ 』』  

『『 ＮＮ ＵＵ 就就 職職 ナナ ビビ 』』 は、登録 企業等か らの求人 情報がイ ンターネ ットから オンタイ

ムで配信 される日 大生専用 の就職支 援サイト です。各 種セミナ ー情報の ほか、先 輩

たちの企 業別就職 活動報告 書も閲覧 できます ので、積 極的に活 用して下 さい。  

ＮＮ ＵＵ 就就 職職 ナナ ビビ  

hhttttppss::////wwwwww..nniihhoonn--uu..aacc..jjpp//ccaarreeeerr//ssuuppppoorrtt//ccaarreeeerr__nnaavvii// 

ＮＵ就職 ナビには 、上記 URL へアク セスし、 統一学生 番号

（学生証 バーコー ド下の 16 桁の数字 ）とパス ワード（ 仮パスワ

ードは西 暦の 8 桁の生年月 日  例： 2003 年 10 月 4 日生まれの場

合  20031004）でマイページ にログイ ンするこ とができ ます。  

※※ 『『 ＮＮ ＵＵ 就就 職職 ナナ ビビ 』』 はは １１ 年年 次次 かか らら 利利 用用 可可 能能 でで すす 。。   
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１１ ))応応募募方方法法  

 就職試 験を受け る方法は 、次の３ 通りに大 別されま す。  

ａａ ）） 大大 学学 推推 薦薦 にに よよ るる 応応 募募 （（ 公公 募募 とと 呼呼 びび まま すす ））   

  大 学 が 受 け 付 け て い る 企 業 の 求 人 案 内 の 中 か ら 希 望 す る 企 業 を 選 び 、 大 学 か

ら の 推 薦 書 を 得 た 上 で 企 業 訪 問 や 採 用 試 験 を 受 け る 方 法 で す 。 推 薦 基 準 ・ 人 数

には制限 がありま すので、 希望者が 多い場合 は学科内 選考を行 います。  

ｂｂ ）） 一一 般般 応応 募募 （（ 自自 由由 応応 募募 とと 呼呼 びび まま すす ））   

  大 学 に 求 人 を 出 さ れ て い な い 企 業 あ る い は 自 由 応 募 の 定 員 枠 を 持 つ 企 業 に 対

して、希 望学生が 自由に企 業訪問を して応募 する形式 です。  

  近 年 は イ ン タ ー ネ ッ ト 上 で 採 用 情 報 の 開 示 や 採 用 試 験 の エ ン ト リ ー が 多 く 行

われるよ うになっ ているこ とから 、常 日頃から 情報を確 認するこ とが必要 です 。 

 令和６ 年 12月現在の代表 的な就職 情報は以 下の通り となって います。  

『『 リリ クク ナナ ビビ 』』 hhttttpp::////wwwwww..rriikkuunnaabbii..ccoomm// 

『『 ママ イイ ナナ ビビ 』』 hhttttpp::////jjoobb..mmyynnaavvii..jjpp// 

『『 キキ ャャ リリ タタ スス 就就 活活 』』 hhttttppss::////jjoobb..ccaarreeeerr--ttaassuu..jjpp// 

ｃｃ ）） 縁縁 故故 にに よよ るる 応応 募募   

  企業 によって は、一般 応募の他 に社内の 縁故者を 優先して 採用する ところも

あります 。そのよ うな企業 に紹介者 を介して 応募する 形式です 。しかし 、極め

て強力な 縁故関係 でない限 り安心は できませ ん。  

※土土 木木 工工 学学 科科 でで はは 、、 就就 職職 にに 関関 すす るる 手手 続続 のの 方方 法法 をを 定定 めめ てて いい まま すす 。。 就就 職職 ガガ イイ ダダ ンン スス 等等

にに はは 必必 ずず 出出 席席 しし てて 、、 各各 種種 手手 続続 ・・ 手手 順順 等等 にに つつ いい てて 正正 しし くく 理理 解解 しし てて 下下 ささ いい 。。   

 

２２ ))就就職職試試験験  

  一般企業の就職 試験とし ては、筆 記試験（ 専門・語 学・教養・適性）と面接試 験の

両 方 を 行 う と こ ろ が 多 い よ う で す 。 ま た 面 接 試 験 は 必 ず 実 施 さ れ て い ま す の で 、 そ

れらに対 応した準 備、訓 練 をしてお かなけれ ばなりま せん。そ して、大 手企業で は、

応募する 学生が多 いため 、数回の面 接試験を 行うのが 一般的で す。こ の ことは 、企業

側 が よ り 高 い 知 識 に 加 え 積 極 性 や 協 調 性 を 備 え た 総 合 的 な 能 力 を も つ 人 材 を 必 要 と

し て い る か ら で す 。 こ の 傾 向 は 、 大 手 企 業 の み で は な く 中 小 の 企 業 で も 強 く な っ て

いますの で、面接 試験は、 就職にお いてより 重要な位 置づけと なります 。  

 面 接 試 験 は 、 一 般 に 筆 記 試 験 の 後 に 行 わ れ ま す が 、 最 近 で は 企 業 訪 問 に 行 っ た そ

の場で面 接を行う という企 業もあり ます。面 接では 、志望の動 機は勿論 のこと 、自己

紹介・卒 業研究の 内容・ク ラブ活動・趣味・政治問題・経済問 題・時節 の話題な どに

つ い て 質 問 さ れ る こ と が 多 い の で 、 こ れ ら に つ い て は 的 確 に 答 え ら れ る よ う 普 段 か

ら訓練し ておく必 要があり ます。  
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３３ ))企企業業訪訪問問  

  企 業 訪 問 は 、 企 業 の 内 容 を 資 料 の み で 判 断 す る の で は な く 、 直 接 企 業 に 出 向 い て

企業の方 から企業 の内容を 説明して いただく チャンス です。公 募の企業 に対して は 、

求 人 案 内 に 指 定 さ れ て い る 企 業 説 明 会 あ る い は 訪 問 日 に 企 業 訪 問 を し て 下 さ い 。 し

か し 、 よ り 早 く 企 業 の 内 容 を 知 り た い 場 合 や 求 人 が 大 学 に き て い な い 企 業 な ど に つ

い て は 、 自 ら 訪 問 し た い 企 業 に 連 絡 を と り 訪 問 日 を 決 め た 上 で 訪 問 す る よ う 積 極 的

に 行 動 す る こ と が 必 要 で す 。 こ の 時 点 か ら 企 業 側 と の 面 接 試 験 が 始 ま っ て い る こ と

を忘れて はなりま せん。企 業訪問に は、紹 介 者がいれ ばなお良 いのです が、特 に いな

い 場 合 で あ っ て も 自 己 開 拓 の 精 神 を も っ て チ ャ レ ン ジ し 、 自 分 の 能 力 を 認 め て も ら

え る 企 業 に 自 ら の 行 動 で 入 社 し て も ら い た い も の で す 。 ま た 企 業 訪 問 の 仕 方 、 面 接

時の諸注 意あるい は自己紹 介書等の 書き方に ついては『 就職の手 引き』(３ 年次配布 )

に例が示 してあり ますので 参考にし て下さい 。  

  

４４ ))就就職職対対策策講講座座  

民 間 企 業 は 、 １ 次 試 験 と し て 筆 記 試 験 を 行 う 企 業 が ほ と ん ど で す 。 筆 記 試 験 は 社

会 人 と し て 必 要 な 基 礎 的 な 素 養 を 確 認 す る こ と が 目 的 で す 。 し た が っ て 、 大 学 で 学

ん だ 専 門 的 な 知 識 を 必 要 と す る 問 題 で は な い 試 験 が 多 く 行 わ れ て い ま す 。 近 年 は 、

採用試験 として一 般的な SPI のほか、テストセ ンター方 式、WEB テ スト方式 などが採

用されて おり、受 験形態は 企業によ りまちま ちです 。生産工学 部では 、就職対策 講座

として、例年３年 次の９月 に開催さ れるガイ ダンスか ら、SPI 模試、SPI 対策、エン

ト リ ー シ ー ト 対 策 、 面 接 対 策 を ２ 月 ま で 段 階 的 に 実 施 し 、 就 職 活 動 に 必 要 な 最 低 限

の 能 力 を 育 成 し て い ま す 。 さ ら に 、 予 備 校 等 の 就 職 対 策 講 座 と 同 等 な 内 容 で 費 用 は

安価な有 償の就職 対策講座 も実施し ています 。３年 次 には、必 ず受講・受験する よう

にして下 さい。  

  

７７－－３３  教教員員をを志志望望すするる方方へへ  

教員を志 望する方 は、全 学 共通教育 科目、教 養基盤科 目、生 産 工学系科 目および 専

門教育科 目に定め る単位の ほか、教 職課程を 履修し 、中学校・高等学校 の教員免 許状

を取得す るために 必要な教 職関係科 目の単位 を修得し なければ なりませ ん。  

 

１１ ))教教職職課課程程ににつついいてて  

 教職課 程に関す る詳細は キャンパ スガイド（履修 編 ）に記載さ れるとお り、１ 年 次

の６月下 旬から７ 月上旬頃 に『教 職 課程ガイ ダンス 』が行われ 、実際 の 履修は１ 年次

後 期 か ら の 開 始 と な り ま す 。 将 来 の 教 育 者 と し て 幅 広 い 教 養 を 身 に つ け る た め に 、

１年次に 設置され ている科 目を偏り なく履修 すること を心がけ て下さい 。  

 

２２ ))教教員員採採用用試試験験  

採用人員 の減少と あいまっ て教員試 験は年々“狭き 門 ”になって いるため 、十分 な

試 験 準 備 が 必 要 で あ り 、 そ れ と 同 時 に 教 員 希 望 者 は 志 望 す る 学 校 、 地 域 の 欠 員 状 況

等を把握 しておく ことが大 切です。  
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７７ －－ ４４   就就 職職 活活 動動 のの 手手 続続   

 大学へ の求人は 、『『 ＮＮ ＵＵ 就就 職職 ナナ ビビ 』』および土 木工学科 就職掲示 板に掲示 されます 。

企業から の求人票 や企業案 内は、『『 ＮＮ ＵＵ 就就 職職 ナナ ビビ 』』、生産工学 部就職指 導課、お よび

土 木 工 学 科 就 職 閲 覧 室 で 公 開 し て い ま す 。 ま た 、 多 く の 企 業 の ホ ー ム ペ ー ジ で も 採

用の案内 がありま す。  

 推 薦 に つ い て は 、 推 薦 基 準 を 充 た し た 学 生 に 推 薦 書 が 交 付 さ れ ま す が 、 指 定 さ れ

た推薦人 数を超え た場合に は、さら に 学科内選 考（主に 成 績や適性 を基準と します ）

を 経 て 推 薦 さ れ た 学 生 に 推 薦 書 が 交 付 さ れ ま す 。 交 付 に は 時 間 が 掛 か り ま す の で 、

余裕を持 って提出 して下さ い。  

 推 薦 書 を 交 付 さ れ た 学 生 は 、 企 業 か ら 指 定 さ れ た 期 日 に 企 業 訪 問 あ る い は 入 社 試

験 を 受 け る こ と と な り ま す 。 試 験 を 受 け た 後 、 １ 週 間 程 度 で 企 業 側 か ら 採 否 の 通 知

が学生本 人または 大学にあ ります。  

 企 業 か ら の 内 定 通 知 を 受 け 取 っ た ら 、 速 や か に 就 職 指 導 委 員 お よ び 卒 業 研 究 指 導

教員に報 告して下 さい。そ の後、土 木工学科 事務室に『『 進進 路路 届届 』』を、『『 ＮＮ ＵＵ 就就 職職 ナナ ビビ 』』

に WEB にて進路届 および就 職活動報 告書を提 出して下 さい。ま た、卒業 研究本 論 文

提出時に『『 卒卒 業業 後後 進進 路路 調調 査査 票票 』』を提出するこ とになっ ています 。なお、推推 薦薦 にに よよ っっ てて

内内 定定 をを 得得 たた 学学 生生 はは 、、 そそ のの 企企 業業 をを 第第 一一 とと しし 、、 内内 定定 はは 基基 本本 的的 にに 辞辞 退退 でで きき なな いい ここ とと にに 留留 意意

しし てて くく だだ ささ いい 。。 仮仮 にに 、、 内内 定定 をを 辞辞 退退 すす るる 事事 態態 にに なな りり そそ うう なな 場場 合合 、、 もも しし くく はは なな っっ たた 場場 合合

はは 、、 直直 ちち にに 就就 職職 指指 導導 委委 員員 ああ るる いい はは 所所 属属 のの 卒卒 研研 指指 導導 教教 員員 にに 相相 談談 しし てて 対対 応応 をを 協協 議議 しし てて くく

だだ ささ いい 。。  

 

７７－－５５  就就職職活活動動のの指指導導  

就 職 指 導 に 関 し て は 、 生 産 工 学 部 就 職 指 導 課 お よ び 土 木 工 学 科 就 職 指 導 委 員 が 中

心 と な っ て ３ 年 生 を 対 象 に 就 職 対 策 講 座 や 就 職 ガ イ ダ ン ス を 毎 年 、 数 回 行 っ て い ま

す 。 就 職 対 策 講 座 お よ び 就 職 ガ イ ダ ン ス で は 、 就 職 試 験 に 対 す る 準 備 と 対 策 や そ の

年 の 就 職 戦 線 の 状 況 ・ 就 職 先 の 選 び 方 な ど の 指 導 を 行 っ て い ま す 。 そ し て 就 職 活 動

を す る 上 で の 基 本 的 な ル ー ル を 厳 守 し て 、 学 生 と 企 業 間 、 企 業 と 大 学 間 あ る い は 学

生 間 の ト ラ ブ ル な ど が 生 じ な い よ う な 指 導 も し て い ま す 。 ま た 、 卒 業 研 究 指 導 教 員

も 、 各 研 究 室 の 学 生 と 個 別 面 談 を 行 い 、 個 人 の 事 情 を 考 慮 し な が ら 就 職 活 動 に 関 す

る詳細な 指導を行 っていま す。なお、３年次に 配布され る『就職 の手引き 』にも具 体

的に説明 されてい ますので 参考にす るとよい でしょう 。  

 

７７－－６６  近近年年のの就就職職状状況況  

 現 在 、 日 本 の 企 業 は 団 塊 世 代 の 人 々 が 大 量 に 退 職 す る 問 題 や 、 景 気 が 回 復 の 兆 し

を見せは じめ、新 卒者の採 用を増や す傾向に あります 。しか し 、皆さんの 卒業の頃 は

は た し て ど う い う 状 況 か 推 測 す る こ と は 困 難 で す 。 か つ て 、 不 況 対 策 と し て の 公 共

事 業 推 進 の 恩 恵 を 受 け て い た 時 代 は 過 ぎ ま し た 。 さ ら に 建 設 業 界 は 企 業 間 の 競 争 も

激しく 、決して平 坦な道程 ではあり ません 。いつの時 代もそう であるよ うに、社 会が

真 に 求 め た い 人 材 の 人 間 像 を 実 像 と し て 描 い て お く 必 要 が あ り ま す 。 そ し て 、 そ の
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実 像 を 具 体 的 に 実 現 す る た め の 目 標 を 考 え る な ら ば 、 大 学 ４ 年 間 は 決 し て 長 い も の

で は あ り ま せ ん 。 す な わ ち ４ 年 間 の 蓄 積 が 皆 さ ん の 将 来 の 方 向 を 決 定 づ け る と 言 っ

ても過言 ではない のです。  

 

過過 去去 ３３ 年年 間間 のの 就就 職職 状状 況況   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

注 1）令 和７年 1 月現在  

注 2）（  ）内の 数字は女 子学生数 であり総 数に含む 。  

注 3）割 合は就職 希望者数 に対する 割合であ る。  

注 4）就 職希望者 数とは、 卒業生の 内、就職 を希望し た学生数 である。  

注 5）就 職率とは 、 100×（ 就職者数 ）／（就 職希望者 数）であ る。  

    

         　年　度

業　種

建　設　業 86 (7) 83 (1) 91 (4)

建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業 31 (1) 48 (6) 50 (1)

公共性の高い民間企業
（JR、NEXCO等）

6 (0) 5 (0) 12 (0)

製  造  業 0 (0) 0 (0) 0 (0)

不  動  産  業 0 (0) 2 (0) 0 (0)

公　務　員 37 (2) 22 (2) 23 (3)

上記以外の企業 2 (0) 7 (0) 9 (0)

進      学 16 (3) 8 (0) 14 (2)

そ  の  他 3 (0) 4 (1) 7 (0)

卒業生数 181 (13) 179 (10) 206 (10)

就職者数 162 (10) 167 (9) 185 (8)

就職希望者数注4) 162 (10) 167 (9) 185 (8)

就職率注5) - - - 100%

4.9%

100%

令和３年度

就職者数 割合

49.2%

27.0%

6.5%

0.0%

0.0%

12.4%

4.2%

100%

令和４年度

就職者数 割合

49.7%

28.7%

3.0%

0.0%

1.2%

13.2%

1.2%

22.8%

令和５年度

就職者数 割合

53.1%

19.1%

3.7%

0.0%

0.0%
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８８   資資格格ににつついいてて  
 

 個人の 知識・能 力が要求 され、そ の質保証 が求めら れる現代 では『資 格』の有 無が

重要な意 味を持っ ています 。特に 技 術者とし て専門化 された業 務におい て『資 格 』は

必 要 条 件 と な り つ つ あ り 、 こ れ か ら の 時 代 に 活 躍 が 期 待 さ れ る 皆 さ ん は 積 極 的 な 資

格 取 得 に 向 け て 努 力 し て 下 さ い 。 こ こ で は 、 土 木 技 術 者 に と っ て 代 表 的 な 資 格 を 一

覧 に 示 し ま す 。 こ の 他 に も 数 多 く の 資 格 が あ り ま す が 、 ま ず は 代 表 的 な も の に ど の

ような資 格がある のかを認 識し、各 々の将来 展望に沿 って備え て下さい 。  

  

８８－－１１  大大学学卒卒業業後後、、申申請請すすれればば取取得得ででききるる国国家家資資格格  

 

資格名 職務内容 資格条件 問い合わせ先 

測量士補 

 

 

測量士の 作製した 計画に

従い測 量に従事する 

 

測量に関 する科目 を

修め、卒業した者 

国土交通 省国土地 理院

総務部 総務課（茨城県つく

ば市北郷一番） 

029-864-1111 

http://www.gsi.go.jp/ 

技術士補  

 

技術士の 指導を受 けなが

ら技術士 の業務を 補助す

る。  

技術士第 二次試験 受験に

必要な経 験を積め ば、技

術士第二 次試験を 受験す

ることが できる。  

JABEE認定コース修

了者は登 録申請の み  

(公社 )日本技術士 会  

03-3459-1333 

http://www.engineer.

or.jp/ 

衛生工学衛

生管理者 

 

作業環境 の評価、 作業環

境内の 労働衛生関係施設の設

計、施工、点検、改善等 

工学また は理学に 関

する課程を履修し、卒業

した者。講習を受け、修

了試験に合格する必要 

中央労働 災害防止 協会  

03-3452-6841 

http://www.jisha.or.jp/ 

 

 

８８－－２２  大大学学卒卒業業後後、、実実務務経経験験をを経経てて申申請請すすれればば取取得得ででききるる国国家家資資格格  

 

資格名 職務内容 受験資格 問い合わせ先 

測量士 

 

 

 

 

基本測量 、公共測 量など

の測量 に関する計画を作製し

又は実施する 

 

 

測量に関 する科目 を

修め卒業し、測量に関し

一年以上の実務の経験を

有する者 

国土交通 省国土地 理院

総務部 総務課（茨城県つく

ば市北郷一番） 

029-864-1111 

http://www.gsi.go.jp/ 
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８８－－３３  大大学学卒卒業業後後、、実実務務経経験験にによよりり受受験験資資格格がが得得らられれるる国国家家資資格格  

 

資格名 職務内容 受験資格 問い合わせ先 

技術士 

(技術士第

二次試験合

格後登録) 

 

 

 

 

 

技術士は、国によって科学技術に

関する高度な知識と応用能力が認

められた技術者で、科学技術の応

用面に携わる技術者にとって最も

権威のある国家資格である。さら

に、技術士は「技術士法」により

高い技術者倫理を備え、継続的な

資質向上に努めることが責務とな

っている。 

科学技術に関する研究・開発・設

計・評価の指導や相談、製品の品

質や製造工程の効率改善、プロジ

ェクト計画の策定や管理などを行

う。 

 

JABEE認定コース修了

者で、次のいずれか

に該当する者 

(1)技術士補に登録し

、技術士補として通

算4年を超える期間技

術士を補助したこと

のある者、(2)技術士

補となる資格を有し

た日から、技術士の

職務内容に準じた業

務を行う者(※1)の監

督の下に当該業務に

従事した期間が通算4

年を超える者、また

は、(3)技術士の職務

内容に準じた業務(※

2)に従事した期間が

通算7年を超える者 

 

(公社)日本技術士会 

03-3459-1333 

http://www.engineer.or.jp/ 

 

 

 

 

 

 

土地区画整

理士 

 

 

 

土地区画整理事業の専門家として

事業の推進を行う 

 

 

 

大学卒業後１年以上 

の実務経験 

 

 

 

(一財)全国建設研修センター 

造園・区画整理試験部区画整

理試験課 

042-300-6866 

http://www.jctc.jp/ 

労働安全コ

ンサルタン

ト 

労働安全コンサルタントの名称を

用いて、他人の求めに応じて報酬

を得て労働者の安全の水準の向上

を図るため事業場の安全について

の診断およびこれに基づく指導 

理科系統の正規の課

程を修めて卒業した

者で、その後5年以上

の実務経験 

(公財)安全衛生技術試験協会 

03-5275-1088 

http://www.exam.or.jp/ 

 

 

 
※1 科学技術に関する専門的応用能力を必要とする事項についての計画、研究、設計、分析、

試験、評価(補助的業務を除く。)又はこれらに関する指導の業務を行う者で、7年を超え
る業務経験を有し、かつ受験者を適切に監督することができる職務上の地位にある者 

※2 科学技術に関する専門的応用能力を必要とする事項についての計画、研究、設計、分析、
試験、評価(補助的業務を除く。)又はこれらに関する指導の業務 
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８８－－４４  そそのの他他のの国国家家資資格格  

 

資格名 職務内容 受験資格 問い合わせ先 

土木施工管

理技士（１

級、２級） 

 

 

 

大規模な土木工事やトンネル、

ダム、橋梁など高度の知識を要

する工事の主任技術者あるいは

、現場主任として工事の施工管

理を行う 

（請負金額4500万以上の公共工

事は一級が必要） 

第一次検定は年齢制

限のみ。第二次検定

は、第一次検定を合

格後、一定の実務経

験 

 

(一財)全国建設研修センター 

土木試験部土木試験課 

042-300-6860 

http://www.jctc.jp/ 

 

 

造園施工管

理技士（１

級、２級） 

  

 

造園工事の実施にあたり、その

施工計画、施工図の作成、なら

びに工程管理、品質管理、安全

管理など工事の施工管理に従事

する 

（請負金額4500万以上の公共工

事は一級が必要） 

第一次検定は年齢制

限のみ。第二次検定

は、第一次検定を合

格後、一定の実務経

験 

 

(一財)全国建設研修センター 

造園・区画整理試験部造園試験

課 

042-300-6866 

http://www.jctc.jp/ 

管工事施工

管理技士 

（１級、２

級） 

 

管工事の実施にあたり、その施

工計画、施工図の作成、ならび

に工程管理、品質管理、安全管

理など工事の施工管理に従事す

る 

（請負金額4500万以上の公共工

事は一級が必要） 

第一次検定は年齢制

限のみ。第二次検定

は、第一次検定を合

格後、一定の実務経

験 

 

(一財)全国建設研修センター 

管工事試験部管工事試験課 

042-300-6855 

http://www.jctc.jp/ 

 

建設機械施

工管理技士

（１級、２

級） 

建設工事の実施に当たり、建設

機械を適確に操作すると共に建

設機械の運用を統一的かつ能率

的に行う 

第一次検定は年齢制

限のみ。第二次検定

は、第一次検定を合

格後、一定の実務経

験 

(一社)日本建設機械施工協会 

試験部 

03-3433-6141 

http://www.jcmanet.or.jp/ 

火薬類取扱

保安責任者 

(甲、乙) 

 

 

トンネル、ダム工事における火

薬または爆薬の保安管理 

(甲は年間使用量に制限なし、乙

は制限あり) 

 

制限なし 

 

※火薬学単位取得者

は一般火薬学免除 

各都道府県火薬類保安協会また

は(公社)全国火薬類保安協会 

03-3553-8762 

http://www.zenkakyo-ex.or.jp

/ 

宅地建物取

引士 

 

宅地または建物の売買、交換、

貸借の代理および媒介を行う 

 

制限なし (一財)不動産適正取引推進機構 

03-3435-8111 

http://www.retio.or.jp/ 

土地家屋調

査士 

 

 

他人の依頼を受けて不動産の表

示に関する登記に必要な土地ま

たは家屋に関する調査、測量ま

たは申請手続きなどをする 

制限なし 

 

 

注1）を参照 

法務省、法務局または地方法 

務局総務課 

http://www.moj.go.jp/ 

 

注 1）土地家屋調査士の試験科目免除について 

測量士もしくは測量士補または建築士の資格を有する者については、下記の試験が免除される。 

   ①平面測量 

   ②作図 
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８８－－５５  協協会会・・団団体体がが実実施施すするる資資格格  

資格名 職務内容 受験資格 問い合わせ先 

ＲＣＣＭ 

 

 

技術管理者または技術士のもとに

管理技術者、照査技術者として業

務に関する技術上の事項を処理、

または成果の照査を行う 

大学卒業後7年以上

の建設コンサルタ

ント等業務の実務

経験 

 

(一社)建設コンサルタンツ 

協会 

03-3239-7992 

http://www.jcca.or.jp/ 

コンクリート

主任技士 

 

 

コンクリートの製造、施工、試験

および研究に関連する業務 

 

 

大学卒業後4年以上

の実務経験 

 

日本コンクリート工学会 

技士試験係 

03-3263-7207 

http://www.jci-net.or.jp/ 

コンクリート

技士 

コンクリートの製造、現場施工な

どに携わる技術的業務 

大学卒業後2年以上

の実務経験 

 

同 上 

コンクリート

診断士 

既存構造物コンクリートの劣化程

度の診断、維持管理の業務 

大学卒業後4年以上

の実務経験 

 

 同 上 

土木学会認定

土木技術者資

格 

（特別上級、

上級、１級、

２級技術者） 

土木技術者の技術レベルを継続教

育等によって恒常的に高めていく

と同時に、倫理観と専門的能力を

有する土木技術者を評価し、これ

を社会に対し責任を持って明示す

ること 

2級は制限なし 

 

(公社)土木学会技術推進機構 

03-3355-3502 

http://www.jsce.or.jp/ 
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９９  学学会会・・協協会会へへのの入入会会のの勧勧めめ 
 土木工学の技術の発展は日進月歩し、その専門分野の細分化、内容の高度化は年ごとに顕著になって

きています。これら全てを大学の講義に含めることは不可能と言わざるをえません。しかし、学生時代

から広い視野に立って、土木分野の流れを知ることは必要不可欠であり、就職などに際しても大切な事

のひとつとなっています。このような知識を与えてくれるものとして、学会・協会があります。これら

の組織の会員になると月刊誌、季刊誌、論文集など、最新情報の紹介あるいは学協会主催による工事現

場見学会、工事記録・最新技術紹介映画会、学会図書館の利用などができるほか、学会・協会の発行し

ている図書の割引などの特典が与えられて有意義な体験・新知識の修得が容易になります。 

〇〇 土土 木木 学学 会会 にに つつ いい てて   

 土木学会は、土木工学全般に関する学術・技術の進歩発展を図ることを目的として創立された歴史的

に古い権威ある学会に数えられています。会員は、全国の官公庁、企業、大学、研究所などで活躍してい

る個人会員と官公庁、企業などの団体会員および学生会員とによって構成されており、近年の会員数は

約 4 万人(学生会員は 5,000 人以上)となっています。 

土木学会の関東支部においては、土木分野で学んでいる学生の主体的な活動を推進するために土木学

会関東支部「Student Chapter」の制度を設置しています。Student Chapter は、各大学の学科・高専の

専攻科単位で登録することができ、見学会の実施、土木カフェの企画運営、その他の土木学会の行事へ

の協力などの活動を活発に行っています。 

これらの入会希望者はクラス担任に相談するか、学会・協会に直接申し込んで下さい。 

〇〇土土木木工工学学分分野野ととそそのの関関連連分分野野ににおおけけるる学学会会・・協協会会  

（順不同） 

土木学会           160-0004 新宿区四谷１丁目外豪公園内                    03-3355-3441 

地盤工学会         112-0011 文京区千石 4 丁目 38-2                 03-3946-8677 

砂防学会          102-0093 千代田区平河町 2-7-5 砂防会館            03-3222-0747 

日本地震学会       113-0033 文京区本郷 6-26-12 東京 RS ビル 8F              03-5803-9570 

日本地すべり学会   105-0004 港区新橋 5-26-8 新橋加藤ビル                    03-3432-1878 

日本写真測量学会   112-0002 文京区小石川 1-5-1 ﾊﾟｰｸｺｰﾄ文京小石川ザタワー     03-5840-6606 

日本地質学会       101-0032 千代田区岩本町 2-8-15 井桁ビル 6F                  03-5823-1150 

日本応用地質学会  101-0062 千代田区神田駿河台 2-3-14 お茶の水桜井ビル 7F    03-3259-8232 

日本地理学会      113-0032 文京区弥生 2-4-16 学会センタービル              03-3815-1912 

日本都市計画学会  102-0082 千代田区一番町 10 一番町ウエストビル 6F           03-3261-5407 

日本ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ学会 112-0012 文京区大塚 5-3-13 小石川アーバン 4F             03-5981-6082 

農業農村工学会    105-0004 港区新橋 5-34-4 農業土木会館                    03-3436-3418 

日本建築学会    108-0014 港区芝 5-26-20                       03-3456-2051 
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日本交通学会      160-0016 新宿区信濃町 34（運輸調査局内）               03-5363-3101 

日本海洋学会        100-0003 千代田区一ツ橋 1-1-1 パレスカイトビル 9F       03-6267-4450 

日本流体力学会      152-0011 目黒区原町 1-16-5                            03-3714-0427 

日本雪氷学会       162-0801 新宿区山吹町 358-5 アカデミーセンター         03-5937-0356 

物理探査学会        101-0031 千代田区東神田 1-5-6MK 第 2 ビル 3F                 03-6804-7500 

日本気象学会        100-0004 千代田区大手町 1-3-4（気象庁内）             03-3216-4403 

日本道路協会        100-8955 千代田区霞ケ関 3-3-1 尚友会館 7F                   03-3581-2211 

日本鋼構造協会      103-0027 中央区日本橋 3-15-8 アミノ酸会館ビル 3F       03-5919-1539 

日本河川協会        102-0083 千代田区麹町 2-6-5 麹町 E.C.K ビル 3F              03-3238-9771 

日本水道協会        102-0074 千代田区九段南 4-8-9                             03-3264-2281 

日本下水道協会       101-0047 千代田区内神田 2-10-12 内神田すいすいビル 5-8F     03-6206-0260 

日本ｺﾝｸﾘｰﾄ工学会     102-0083 千代田区麹 1-7 相互半蔵門ビル 11-12F               03-3263-1571 

日本港湾協会        107-0052 港区赤坂 3-3-5 住友生命山王ビル 8F                03-5549-9575 

日本測量協会        112-0002 文京区小石川 1-5-1 ﾊﾟｰｸｺｰﾄ文京小石川ザタワー      03-3815-5751 

セメント協会        103-0023 中央区日本橋 1-9-4 ﾋｭｰﾘｯｸ日本橋１町目ビル 7F      03-5200-5051 

日本材料学会         606-8301 京都市左京区吉田泉殿町 1-101                 075-761-5321 

骨材資源工学会       101-0035 千代田区神田紺屋町 28 紺屋ビル 3F                  03-5577-5889 

廃棄物資源循環学会   108-0014 港区芝 5-1-9 豊前屋ビル 5F                  03-3769-5099 

日本非破壊検査協会   136-0071 江東区亀戸 2-25-14 立花アネックスビル 10F               03-5821-5101 

 

 

この他の土木工学関連分野の学会等を挙げておきます。 

  （順不同） 

応用物理学会    空気調和・衛生工学会   日本ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｽﾞ･ﾘｻｰﾁ学会  日本火災学会   日本機械学会      

自然災害科学会 日本工学会    日本測地学会  日本粘土学会   日本地形学連合  溶接学会         

安全工学協会    日本ﾄﾝﾈﾙ技術協会  電力土木技術協会   日本防錆技術協
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